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＇研究所だより （本文18頁～19頁） 」A
 

佐賀県畜産試験場の本館

佐賀牛の種雄牛「美津栄 2」

肉用牛の肥育前期の乾草給与

豚舎汚水から回収したMAP付着材料

経腟採卵の実施

海苔飼料給与鶏の卵 （下段）と未給与鶏の卵 （上段）
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採草放牧地と細断型ロールベーラー



＇地域の動き （本文32頁～33頁） J B
 

民間企業と`連携した「三陸地鶏」の生産
（岩手県）

岩手県農業研究センター畜産研究所の本館

岩手大型ロードの雌（右）と軍鶏の雄（左）

「三陸地鶏」作出の鶏舎 ．
 

．
 

岩手大型ロードX軍鶏の止め雄（右）と
ホワイトプリマスロックの雌（左）

「三陸地鶏」 「三陸地鶏」の初出荷式



後継者が夢を抱ける
肉用牛経営基盤の確立を

山氏徹
（やまうじ とおる）

全国肉牛事業協同組合

理事長

私は、現在、肉用牛の肥育経営に従事しながら、組合の事業運営にも取り組んでおりますが、

肉用牛経営者の最大の責任は、後継者が夢を抱ける肉用牛経営をバトンタッチするため、経営

者が結束して、肉用牛経営を安定的に継続できる基盤づくりに尽力することだと考えています。

私は、福島県との県境にある陸の孤島といわれた茨城県北部において、農協等の関係者の支

援を得て、繁殖牛10頭から肉用牛経営をスタートしました。
こんにゃく

この地域は、典型的な中山間地域であったため、蒟蒻などの農作物しか収穫できず離農者が

続出したところでしたが、今、振り返りますと、多々苦労はありましたが、このような地域で

も、経営を継続できる基盤があれば、肉用牛経営で生計が成り立ち、仲間、後継者も増やすこ

とができることを実感しております。

肉用牛経営を安定的に継続するための重要なポイントは 3点あると考えております。それは、

主要な生産資材である「素牛」、「飼料」、「資金」をいかに低廉に確保するかであります。

特に、濃厚飼料については、最近の世界的な穀物需要構造の変化を考えますと、今後、我が

国の肉用牛経営を安定的に継続するためには、難しい課題ではありますが、飼料用穀物につい

て、できるだけ早期に輸入依存度を低下させ、自給率を高めることが重要と考えております。

幸いに、我が国の水田等は、潜在的に米生産力に十分余力がありますので、国民の合意を得

て、お米を飼料用に積極的に活用すべきではないでしょうか。

次に、ご承知のとおり、肉用牛経営は生産物販売までに長期間を要するうえに、素牛、枝肉、

飼料の価格が大きく変動し、更に、多額の運営資金を要するという他の農作目にはない経営環

境にあります。

このような経営環境から、自助努力の限界を超えた場合、経営継続のため農業関係金融機関

の制度資金等を利用せざるを得ませんが、借入額は多額な場合が多いこと、および債務を抱え

ていることがあること等を背景に、融資を受けられない経営も多々あるため、後継者が将来の

肉用牛経営に不安を抱く現実があります。

このため、今後、農業関係金融機関に加え、新たに民間の金融機関が全ての肉用牛経営者に制

度資金等を融資できるよう、是非、農業分野の債務保証制度を充実して欲しいと考えております。

肉用牛経営を取り巻く最近の厳しい環境に鑑み、少なくとも、肉用牛経営を安定的に継続す

るためのこれらの基盤が確立しますと、中山間地域を含め、全国で後継者が立派に育ち、我が

国の肉用牛経営は末永く存続するものと確信しております。
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母性ゲノムのみのマウス
（二母性マウス）の誕生河野友宏

（こうの ともひろ）

東京農業大学
応用生物科学部

l.研究の背景

哺乳類の個体発生では、卵子が精子と受精

して父母ゲノムから構成される 2倍体の胚と

なることが必須です。

これは、生殖細胞形成過程において父母ゲ

ノムで独立的に刷り込まれたメチル化インプ

リント情報に基づいてアレル (allele)特異

的発現を示すインプリント遺伝子が、父母ゲ

ノムの決定的な機能差を形成していることに

起囚します。

しかし、 実際にインプリント機構が個体発

生に必須であることを明示する証拠は示され

ていませんでした。

．
 2.研究の成果

母性ゲノムのみから構成される二母性胚の

原型は、新生子の非成長期卵冊細胞ゲノム

ng 

二重遺伝子欠損

非成長期卵母

細胞ゲノム
］／ 

卵卵子ゲノム

人為的活性化 ．
 雄型メチル化インプリン

トパターン雌ゲノム
正常雌型メチル化イ
ンプリント雌ゲノム

図 lgf2-H19およびDlk1-Gt/22領域の父性型発現を示す二母性胚の作出

2
 

畜産技術 2008年3月号



写真二母性マウス (Bi-maternalmice) 

(ng) と完全に成長した卵子ゲノム (fg)か

ら再構築されており、マウスでは胎齢13.5日

までの発生延長を示します。

これは母性メチル化インプリントを欠如し

たngにおいて、多くの父性発現インプリン

ト遺伝子の発現と母性発現インプリント遺伝

子の抑制が共に生じるためです。

しかし、精子形成過程で成立する父性メチ

ル化インプリントを欠如しているため、この

胚は必ず致死となります。

そこで、父性メチル化インプリントを受け

る7番染色体（△Ch7-KO) と12番染色体

（△Chl2-KO)の2領域をそれぞれ欠損させ

たマウスを活用し、インプリント遺伝子の発

現パターンをさらに父性化させました。

KOマウス同士の交配により両メチル化領

域を欠いたDouble-KOマウスを作製しました。

その新生仔マウスの卵子 (ngDouble) を

利用してngDouble/fg＝母性胚を作製し、個

体発生を調べたところ、期待通り約30％が正

常な成熟雌マウスに発育しました（図、写真）。

網羅的な遺伝子発現解析およびDNAメチ

ル化解析などの結果を総合し、雌雄生殖細胞

形成過程で成立するメチル化インプリントが

雌雄生殖細胞の決定的な機能差の実態である

ことを実証することができました。

3.今後の展望

最近の研究から、インプリントを受ける遺

伝子および転写産物は多様で、タンパクをコ

ードしていないRNAが多数見出されていま

す。

これはゲノムインプリンティングの生物学

的意義がさらに拡大する可能性を示唆するも

ので、個体発生にとどまらず新しい役割が解

明されるものと期待されます。

この研究は科研費の支援を受け、平成18~20年度

基盤研究A 「単為発生マウスをモデルとしたインプ

リント遺伝子による個体発生制御機構の解明」で行

なっています。
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武石秀一
（たけいし しゅういち）

大分県農林水産研究

―’センター畜産試験場

体温遠隔監視装置を
用いた牛の分娩の予兆と
開始の通報システムの開発

l.はじめに

酪農家や肉用牛繁殖農家にとって、牛の分

娩は経営の礎として極めて重要であり、分娩

の監視と処置が牛の一生を左右するといって

も過言ではない。難産や長時間の分娩は、母

牛の産後の体調不良や繁殖機能の回復の遅れ、

また子牛の衰弱などを招き、農場の生産性を

下げる。そこで、適切な分娩管理により、分

娩事故の減少を図ることが酪農や肉用牛の繁

殖経営にとって重要な課題である。このため

には、まず正確に分娩の予兆を把握すること

が必要である。

牛の妊娠期間は、乳用牛で280日、肉用牛

で285日といわれるが、実際には20日程度の

幅がある。このため、畜産農家は、分娩予定

牛の監視を長期間昼夜を問わず行なう必要が

ある。特に、夜間の分娩監視は、肉体的にも

精神的にも大きな負担になる。

近年、飼養頭数の多頭化に伴って飼養管理

の労力が増大していることから、分娩管理が

おろそかになり、分娩事故が増加している。

分娩が近づいたことや分娩が始まったことを

知らせる装置があれば、分娩予定牛の監視を

省力的に行なうことができ、安全性の高い分

娩管理に寄与すると思われる。

筆者らは、牛の体温を常時遠隔監視すること、

および分娩前に体温が低下すること1、2)を利用

して分娩時期予知と分娩開始を通報するシス

テムを開発したので紹介する。

なお、本課題は、産官連携により、「セン

シング技術とITを融合させた省力的かつ生

産性を向上させる精密飼養管理技術の確立」

の一環として行なったものである。

2.家畜体温遠隔監視装置の開発

これまでに、家畜体温をデーターロガーで

一定期間測定し、さかのぽって解析した報告3)

はあるが、リアルタイム監視装置での報告は

みあたらない。そこで、条件として、 ①体温領

域における精度の高い体温測定、 ②牛の行動

を制限しない小型の無線送信、 ③インターネ

ットを活用していつでも、どこでも利用でき

る体温監視システム（アプリケーションサー

ビスプロバイダー、以下： ASP)を取り上げ、

無線式の高精度な体温センサーと受信機を組

み合わせた家畜体温遠隔監視装置を開発した。

1)家畜体温遠隔監視装置

無線式温度センサーと受信機の仕様を表 1

に示した。ダイオード型温度センサーは、 34℃

．
 

．
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~45℃を土0.2℃の精度で測定でき、送信機と

アンテナを装着しているので、データは無線

で約30mの範囲に送信できる。また、それぞれ

の体温センサーには IDをつけてあるので、

受信機 1台で数千のセンサーが識別できる。

2)体温測定部位

通常の牛の体温測定部位である直腸は排糞

時には測定ができなくなるので、連続測定部

位には向かない。そこで、体温を連続測定で

き、直腸温と相関の高いところを選定する必

要がある。有線式サーミスタット型温度セン

サーを用いて、直腸温と同時に、腟内、尾根

部、乳房、外耳部の体温をそれぞれ測定し、

直腸温と各部位の体温の相関係数を求めた。

その結果、直腸温との相関係数は腟内が

0.83、外耳部が0.51、乳房が0.54、尾根部が

0.5未満であり（表2)、腟内温が直腸温と高

い相関を示したことから、腟内で体温測定す

ることにした。

3)体温センサーの留置方法

牛の腟構造は、腟前庭が狭く、その深部は嚢

状に広がり弾力性がある。そこで、腟前庭を通

過後に深部でY字状に広がる 3本脚のシリコ

ーン性ストッパーに温度センサーを取りつけ、

腟内に長期間留置できるようにした（写真 1)

腟内へ留置した体温センサーが牛体に及ぽ

す影響を調べるために、体温センサーの留置

期間中の体温記録と血液検査を行なった。

その結果、正常範囲を超える体温の上昇や

白血球数の増加はなかった（表 3)。このこ

とから、ストッパー付体温センサーは衛生的

な取り扱いをすれば腟炎などを起こすことは

ないと考えられた。

4)装置の概要

温度センサーは腟内の体温を 5分ごとに計

測して、その体温データを微弱電波で送信す

る（図 1)。送信データは、受信機、無線L

表1 体温センサと受信機の仕様

体温センサ

種別分類

一般名称

温度センサ

温度測定範囲

温度測定精度

温度表示単位

無線電波帯域

無線送信距離

電池寿命 (typ)

識別コード

回路寸法

外装ケース材

外形寸法

総重量

受信機

受信感度

電源電圧

通信プロトコル

インターフェース

第三種動物用医療機器

動物用体温計

ダイオード型

34℃~45C 

士0.2C
0.1℃ 

315MHz (typ)微弱無線帯域

約30m

約5年（電池交換不可）

工場出荷時に登録

5X47mm 

PP樹脂成型

20X115mm（アンテナ除く）

100g 

50Q入カー107DbM(TYP) 

DCSV (TYP)専用アダプタ

TCP/IP 

無線または有線LAN標準装備

表2 牛の体温測定部位間の相関係数

直腸 腟 尾 乳房 耳介奥環境

直腸

腟 0 83 

尾 0 22 0 29 

乳房 0 54 0.55 0 62 

耳介奥 0 51 0,53 0 07 0 31 1 

環境 -0 25 -0 38 -0 42 -042 0 08 

表 3 センサ使用中の血液および体温所見 n=6 

装着後 血液（個103/ml) 体温 (C)

日数 WBC LYM MON GRA 6時 18時

゜
64 37 0.2 25 38 5 38 8 

2 69 40 03 27 38.5 38 8 

10 69 41 02 26 38 5 38 9 

20 63 37 0 1 25 38 4 38 8 

30 62 34 04 24 38 3 38 5 

WBC:白血球数 LYM:リンバ球数 MON:単球数 GRA:顆粒球
数

写真 1 体温センサー

ANおよびインターネット経由で監視センタ

ーのサーバーに蓄積される。

監視センターは、受信した各分娩予定牛か

5
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図1 システムの概要図

らの体温データをあらかじめ登録された三つ

の携帯電話にメールで通報する。体温データ

はASP方式で、 ID、パスワードを入力し

て監視センターサーバーにログインすると閲

覧できる。なお、体温データは多様な解析に

活用できるように、エクセルファイルにして

サーバ内に 1年間保管されている。

3.分娩の予兆と開始の通報シス
テムの概要

家畜体温遠隔監視装置を用いて、牛分娩の

予兆と開始を携帯電話に通報するシステムを

開発した。牛は分娩が近ずくと体温が低下す

るので、腟内に挿入した体温センサーが体温

低下を感知することにより、分娩の近づいた

ことを通報する。また、 一次破水などにより

体温センサーが体外に排出したときの温度変

化を感知することにより、分娩が始まったこ

とも通報する。これにより、飼養者は分娩の

準備や補助をすることが容易になる。

1)体温センサーの装着

体温センサー、腟鏡、サポート棒、消毒薬

6 

写真2 直検ポリ手袋をはめて粘滑剤を塗布

写真3 腟深部まで挿入

（逆性石鹸、イソジン、アルコール綿花）、直

検用ポリ手袋、産道粘滑剤を準備する。腟深

部に体温センサーを装着するには、手で直接

あるいは腟鏡を使って行なう 。

①牛体を保定し、尾を動かないようにロー

プで縛り、外陰部を逆性石鹸でよく洗いイソ

ジンで消毒する。

②直検用ポリ手袋をはめて、体温センサー

のストッパ一部を持ち、産道粘滑剤を塗布す

る（写真 2)。

③体温センサーを腟の最深部まで挿入する

（写真 3)。体温センサーを挿入しづらい場合

は、手を腟内に挿入して広げるか、または腟鏡

により拡張した後、体温センサーを挿入する。

④腟外に出ているアンテナ線を尾の付け根

に布テープで固定する（写真4)。

⑤個体によって腟内の広さが違うので、腟

．
 

．
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写真4 アンテナ線を尾の付け根に布テープで留める

内でストッパー広がった脚部が外陰部側に引

っかかるように調節する。

2)システムとの連結

体温センサーを装着した分娩予定牛からの

データは、監視センターサーバーの IDとパ

スワードで管理されたASPにログインし、

そのなかの家畜管理台帳に予め登録してある

当該分娩予定牛の個体情報にリンクすること

で連結する。家畜管理台帳には、個体識別番

号、出生、最終分娩、授精、妊娠の有無が入

力されていて、出産予定日や空胎日数を管理

できるようになっている。これにより、分娩

予定牛の分娩の予知と開始が通報できるよう

になる。そして、パソコン上ではその牛の体

温推移のグラフが閲覧できる。

3)分娩予知の実証試験

乳用牛飼養農家 1戸の妊娠牛55頭と肉用牛

繁殖農家 1戸の妊娠牛29頭で、本システムの

分娩予知の通報を試験した。

妊娠牛の分娩予定日の10~14日前に、腟内に

体温センサーを挿入した。体温センサーが体

温低下を感知し通報してから、 48時間以内に分

娩したときに分娩が予知されたと判断した。

乳用牛では、分娩の26時間前より急激に体

温が低下した（図 2)。体温センサーを途中

で排出した個体はなかった。分娩予知ができ

た牛は55頭中52頭 (95%）で、分娩予知がで

39.3 

39.1 

鵠．9

体孤7

温碑．5
~ → ~ 

℃ 38.3 

碑．1

37.9 

37.7 

37.5 

192 168 144 120 96 72 48 24 0 
時間

分鰻前騎闇

図2 分娩前の平均体温変化 (n=52)

頭数
14 

12 

80 
10 

8 
60 

6 

40 
4 

20 2 

゜゜5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 
時間

図3 予兆から分娩開始までの時間分布 n=49 

きなかった 3頭は、体温変化がなく分娩した

牛 (1頭）と予兆通報から分娩までが48時間

以上の牛 (2頭）であった。半数の妊娠牛は

分娩予兆の通報後に24時間以内に分娩し（図

3)、通報から分娩までの平均時間は26時間

2分であった。

黒毛和種繁殖牛では、分娩の約22時間前よ

り急激に低下した。体温センサーを途中で排

出した個体はなかった。分娩予知試験では供

試した23頭中20頭 (93.1%）で分娩予知がで

きた。分娩予知ができなかった 3頭は、体温

変化がない牛 (3頭）であった。通報から分

娩までの平均時間は21時間11分で、乳用牛よ

り短かった。

4)分娩時の体温センサーの排出

分娩時に体温センサーが排出された頭数は、

乳用牛55頭について調べたところ 55頭

(100%）であり、黒毛和種繁殖牛29頭につい

て調べたところ27頭 (93.1%）で 2頭が出産

7
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12 18 24 
時間前

図4 分娩前の体温変化（Web画像）

前に排出された。合計84頭中82頭 (97.6%)

が分娩時に体温センサーを排出した。体温セ

ンサーの排出は、半数が第一次破水時に、残

りの半数が胎仔の娩出時であった。

5)農場での活用

飼育管理者には、分娩予定牛の分娩が近づ

いたことを携帯電話にメールで通報される。

飼養者は、その牛の体温グラフをパソコンで

観察することで、より正確に分娩時期を把握

できる。標準的な分娩の予兆と分娩の開始を

通報した事例では、図 4のような体温の推移

を示す。ただし、この分娩予知システムのプ

ログラムでは、個々の牛の体調変化を全て読

み取ることは不可能なために、体調異状によ

る発熱や何らかの要因で体温センサーが排出

した場合は誤った分娩予知を通報することも

起こりうる。これら誤っだ情報はパソコン上

の体温グラフをみることでおおむね判別でき

る。

4.おわりに

いままでは、分娩予定牛について長時間に

わたる観察と経験により分娩が近づいたこと

を把握していた。過去には、家畜の体温がほ

ぽ同じ周期で推移することを利用した朝夕 2

回の定時体温測定による分娩予知方法が報告2)

されている。この報告によれば、夕方に測定

した体温のほうが利用価値が高く、前日のタ

方に測定した体温より0.4℃以上低下してから、

24時間以内に分娩する牛が57.1％であった。た

だし、家畜の体温周期4.5)には多少の時間のず

れが生じることや、作業性の問題から、体温

の定時測定による分娩予知には限界がある。

今回、開発した家畜体温遠隔監視装置を利用

した分娩の予兆と開始の通報システムでは、

体温の低下の情報だけでなく体温の推移をグ

ラフで観察できるので、より正確に分娩予知が

でき、また破水時に体温センサーが体外に排出

した温度変化の感知により分娩開始も把握で ~ 

きる。これにより、省力的に分娩が近づいたこ

とや分娩が始まったことを知ることができる。

今後、多頭化にともなって、飼養管理労力

が増加して分娩管理が手博になりかねず、生

産性に大きな影響が出てくることが危惧され

る。そこで、飼養や分娩の管理を効率．省力

化するために、センシングと ITを融合させ

た精密管理技術を開発し、生産性を向上させ

ることが重要である。

本装置は、大分県罠林水産研究センター畜産試験

場、県産業科学技術センターおよび（株）リモートが

共同開発した。家畜体温遠隔監視装置は 「牛温恵」

（国内特許取得、第三種動物用医療機器認定）とし

て販売を開始しているので、関心のある方は、下記 ~ 
までお問合わせください。

問合先： （株）リモート （大分県別府市石垣東8-1-17

TEL0977-27-2600 http : //www.remote.co.jp) 
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牧野司
（まきのつかさ）

北海道立根釧農業試験場

研究部作物科

衛星リモ-‘卜
センシンクおよひ
GISの酪農草地地帯
における活用

l.はじめに

高品質な自給飼料生産、家畜ふん尿の有効

利用、コントラクター組織などの効率的運用、

草地整備事業の効率的推進などのために、広

域にわたる草地の状況を効率よく把握する技

術の開発が待たれている。そこで、広域に草

地の状況を把握する技術の一つとして、衛星

リモートセンシング技術を取り上げ、衛星デ

ータを用いてどのような草地情報が得られる

のかを検討している。

今回、北海道立根釧農業試験場および天北

農業試験場（現：上川農業試験場天北支場）が

2002~2005年度に、10~30mの中解像度マル

チスペクトルセンサを利用して行なった研究

の成果、および近年多くの自治体や稲作・畑

作地帯の農協で導入が進むGISの酪農地帯に

おける活用事例を紹介する。

2.リモートセンシングの原理

植物、士壌、水、人工構造物など地表面の全

ての物体は、太陽光を反射・吸収している。こ

の反射・吸収の度合いは、それぞれ物体が独自

の特性（分光反射特性）を持っている（図 1)。

この物体固有の分光反射特性を衛星に搭載され

たセンサを用いて観測し、地表面の現象をとら

える技術が衛星リモートセンシングである。す

でに、水稲のタンパク含有率マップや小麦成熟

の早晩マップの作成などに利用されている。

3.草地酪農地帯における草地の
抽出法

統計資料による市町村別の草地面積と衛星デ

ータから抽出された草地面積の関係を調べた。

その結果、両者の草地面積の間に関連のあるこ

とが明らかになり、農地の大部分が草地である

根室釧路管内では、土地利用メッシュによる農

用地の抽出と教師なし分類※を組合わせること

で、目的の草地の抽出ができることがわかった

ょ さ
B
m

中闇賽外

図 1 地表面の物体の反射特性

0 20 <O... 20.....20.... 
●嶋璽讀鼠計 (1叫•) ●嶋謳讀••It● (9@h•) 拿亀繭着・鑢計● (99’h•)

図2 統計草地面積と衛星データから抽出された草地面積との関係

，
 



（図 2)。また、草地の抽出には 6月上旬の 1番

草の刈り取り前の衛星データが適していた。

4.牧草草種判別

畑作にとって強害雑草として問題となってい

るイネ科のリードカナリーグラスの抽出の可能性

について検討した。教師つき分類※を行ないリー

ドカナリーグラス分類マップを作成した。しか

し、教師つき分類の正解率は30％台にとどまり、

リードカナリーグラス草地の抽出はできなかった。

また、現地調査で得たマメ科率区分のデータと

衛星データとの関係を調べた。しかし、今回は草量

の影響やふん尿散布の影響などで、衛星データか

らマメ科率区分を推定することは困難であった。

現在のところ、草地の植生診断への衛星データ

の利用には、まだ解決すべき問題が残されている。

5.牧草生産性評価

1)市町村単位での牧草生産性の評価

統計資料による市町村別の牧草年間収量と

衛星データの関係を調べた。その結果、牧草

年間収量とNDV戸との間には関連があり、

NDVIを用いて牧草年間収量を推定すること

ができた（図 3)。解析には 6月上旬に撮影

された衛星データを用いた。

この技術を応用すると、詳細な牧草収量の分

布図が作成でき（図4入統計資料では把握できな

かった市町村内の収量分布の把握が期待できる。

2)圃場単位での牧草生産性の評価

現地収量調査によって得られた圃場別の牧草

現存量と衛星データとの関係を調べた。その結

果、牧草現存量とNDVIとの間には関連があり、

NDVIを用いて牧草現存量を推定できることが

わかった（図 5)。また、精度良く推定するに

は、出穂茎がなく、節間伸長茎が伸び始める前

の時期の衛星データおよび収量調査地点の位置

情報をGPSで把握し、調査地点周辺のみのピク

セルを解析に用いることが重要と判明した。

次に、草地整備事業前後の衛星データを用

いて、整備事業実施圃場内のNDVI標準偏差

を比較した（図 6)。その結果、事業後に

NDVI標準偏差が低下する傾向が認められた。

これは事業に伴い、圃場内の牧草生育量の増

い

⑬
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⑬

⑬

5
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生
草
収
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/
1
0
a
)

5

0

5
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2

2

1
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生
草
収
量

(103kg
/
1
0
a
)

／
 

y = 14841.2x -6243.7 
r = 0.97 

2.7 

2.5 

0.60 0.62 0.64 0.66 0.68 0.70 

NOVI 

図3 NOVIと市町村別年間生草収量との関係

。)/-

．
 

．
 

図4 中標津町の牧草収量の分布図

y = 6457.16x + 44.14 

R2 = 0.80 

゜0.00 0.10 0.20 0.30 
NOVI 

図5 NDVIと牧草収量との関係

0.40 
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減の差が少なくなったことを示している。

この技術を応用すると圃

場ごとの収量性および圃場内の収量のばらつき

を評価することができる（図 7)。この方法で

「悪い草地」（収量が少なく、植生が不均ーな圃場）

と評価された草地から優先的に草地整備事業を

行なうことにより、 事業の効率化が図られる。

これらのことから、

6. 草地湿潤性評価

草地士壌の表層含水量と衛星データとの関

係を調べた。そして、表層の含水率と中間赤

外・近赤外の反射強度およびNDWI*との間

に関連があることが明らかにされた（表 l)。

また、衛星データから作成したNDWI区分図

と降雨後の冠水エリアマップを比較したとこ

ろ、冠水部分でNDWIが高くなる傾向があっ

さらに、草地整備事業（排水改良）を行

なった草地と行なっていない草地のNDWIを

比較したところ、事業後の草地でNDWIが低

た。

事
業
後

•
N
O
V
I標
準
偏
差

0.18 

0.15 

0.12 

0.09 

0.06 

0.03 

l事集後＞事集前1

0. 9,.‘. •','：・●．•.， ・

g屈
゜

゜゚
図6

0.03 0.06 0.09 0.12 0.15 0.18 

事業前•NDVI標準偏差

事業前NDVl標準偏差と事業後NDVI標準偏差の関係

Z 070 

g 
平〇邸

； 
^ O郎

t の。”； 
-、 0.50 Î  n l Bl 
000 0"2 OJM O鑢

NDV!欄準偏叢（収量のばらつき大小）

ぷ 炉文／` ： ： 
I:収量が多く、植生が均ーな圃湯→良い草地
ll:収量が少なく、植生が均ーな■場
m:収量が少なく、植生が不均ーな圃楊→悪い草地→優先的に整備
IV:収量が多く、植生が不均ーな圃楊

図 7 NDVl平均値および標準偏差を用いた草地評価

下する傾向が確認された

ことから、

ることが明らかになった。

7. 

早春草地の越冬状態と衛星データとの関係

を調べた。その結果、チモシーの被度や裸地

の被度とNDVIに関係があることがわかった

（表2）、これらを通して、越冬不良な草地を

判読できることがわかった。

8. 

1)メッシュ気候データを用いた営農用気象

マップの表示事例

5月から 9月の平

均気温、降水量、日照時間を積算、マップ化

し営農用気象マップを作成した（図 9)。

のマップは飼料作物品種の適応範囲検討へ応

用することが可能であった。

1kmメッシュごとに、

0

5
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2
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0

 

-

I
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W
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表1

-0.15 

-0.30 

（図 8)。

NDWIで草地の湿潤性が評価でき

可視緑

可視赤

近赤外

中間赤外

NDWI 
NDVI 

・・: 1％水準で有意、

表2

これらの

早春草地の越冬状態評価

GISの活用事例

こ

潤
湿
↑
ー
ー
↓
爆
乾

排水改良前 排水改良後

図8 排水改良前後のNDWI値

表層含水量と分光反射強度および指数の相関関係

0層含水率 Ap層含水率

-0.23 -0.05 
-0.09 -0.06 
-0.47.. -0.38 .. 

-0.47.. -0.29 
-0.38. -0.36. 

-0.18 -0.23 

• : 5%水準で有意

NDVl値と被度の相関関係

被度
年度

2001 

2002 

": 1%水準で有意

チモシー
0.85 .. 

0.49 

裸地

-0.54 
-0.66 .. 
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2)地域システム (TMRセンター、コント

ラクターなど）への活用例

中標津町内のある地域で、航空写真、道路等基

盤情報農家聞き取りによる現地情報、現地調企

情報（植生、利用形態、排水性、地形など）を

GIS上に整理して、地域全体の圃場図および圃場

台帳が連携したシステムを作成した（図10)。この

システムは、TMRセンター設立計画、コントラク

ター組織の運用などに活用されている。例えば、

コントラクター組織の収穫作業計画立案、 GISを

用いた距離計算によるTMRセンター建設場所、

配送距離・方法の立案、現地踏在で得た傾斜と

排水性の状況の情報をもとにしたトウモロコシ

栽培可能地の選定・マップ化、および飼料増産

のシミュレーションなどに利用されている。

9.現在の取り組み

10~30rnの中解像度衛星のマルチスペクト

棄

，ィ＂／ 凡鋼

”J11糟算u ,..,...., ー.,... 匹 ウ290

•• l9..-9匹 99研匹-,,.,.,..一匹....
9...,--””→心-......四

¥.、.. ／ 
根釧地域の5-9月の積算気温（平均値）マップ
覺亀庁覺行メッシュ置懺tl2000織計爛Ill:1991~mの隼よH"鷹

図9 営農用気象マップ・積算気温表示例

図10 草地管理GIS表示例

ルセンサで得られたデータを用いて、 H的の

草地を抽出し、牧草の収量性、草地の湿潤性、

牧草の越冬状況などを評価することができた。

今回の衛星を利用した解析手法では、イネ科雑

草の判別やマメ科牧草割合の推定については十分

な成果が得られなかった。現在、この問題を解決す

るために、 二つのアプローチで研究を進めている。

一つは、利用するセンサの高空間分解能化

である。白黒で0.6m、カラーで2.8m程度の

解像度を持つ高解像度の衛星データを用いて、

イネ科雑草の判別、マメ科牧草割合を推定す

ることに取り組んでいる。

もう一つは、利用するセンサの高波長分解能

化である。今まで利用してきたマルチスペクト

ルセンサは三つから五つの波長帯を観測してい

たが、数十から百以上の波長帯を観測するハイ

パースペクトルセンサを用いて、イネ科雑草の

判別、マメ科牧草割合の推定、立毛状態での栄

養価の推定に取り組んでいるところである。

今後、これらの新しいアプローチによる研究

成果も加え、衛星リモートセンシング技術で得

られる草地情報をさらに充実させ、広域の草地

情報を効率的に把握する方法として普及し、酪

農・畜産経営の発展に寄与していきたい。

※用語の説明

・教師なし分類：分類に必要な母集団のパラメータ

（統計量など）を、対象データ以外の情報を用いて推

定し、それを利用して分類する方法。

・教師つき分類：データの自動分類の手法の中で、分

類に必要な母集団のパラメータを、対象データのみ

の情報から抽出する分類方法。

・NDVI: （近赤外の反射強度一可視赤の反射強度）

（近赤外の反射強度＋可視赤の反射強度）で計算され

る値。値が大きいほど植物の鼠が多いとされる。

・ NDWI: （可視赤の反射強度ー中間赤外の反射強

度）＋ （可視赤の反射強度＋中間赤外の反射強度）

で計算される値。水域に対応する値、値が大きいほ

ど湿潤とされる。

．
 

．
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熊谷千冬
（くまがい ちふゆ）

宮城県古川農業試験場

土壌肥料部

二酸化炭素放出
速麿を指標とした
家畜ふん堆肥の
箇易腐熟麿判定法

l.はじめに

平成16年11月に「家畜排せつ物の管理の適

正化及び利用の促進に関する法律」（以下：

家畜排せつ物法）が本格施行され、家畜ふん

堆肥を地域内で循環させることが一層重要と

なっている。しかし、堆肥化処理施設を新設

しても、家畜ふん堆肥の利用が進まず在庫が

滞ってしまう事例がみられる。堆肥の円滑な

利用促進のためには、組織体制づくりが必要

である一方、商品価値を高めるための品質向

上が重要である。

堆肥品質の面からみると、近年、家畜排せ

つ物法の管理基準に基づいて整備された堆肥

化処理施設から生産される堆肥は、いままで

の施設の堆肥に比べて肥料成分濃度が濃くな

る傾向がみられる。また、家畜ふんを強制発

酵施設で処理すると、堆肥化温度が裔まりや

すく乾きやすいので、乾燥した堆肥になる傾

向がある。このように、法整備を背景として、

家畜ふん堆肥の特性は、従来の堆肥とは異な

ってきている。

耕種農家は農地に施用される家畜ふん堆肥

が、作物の生育に有益で安全な完熟堆肥であ

ることを望んでいる。未熟堆肥には、微生物

の好物である低分子の糖、アミノ酸、脂肪酸

などの有機物が豊富に含まれている。このた

め、未熟堆肥を土壌に施用すると、微生物が

旺盛に増殖して窒素を消費し、作物は窒素飢

餓による生育不良を起したり、土壌成分の異

常還元で生成する有機酸や低級脂肪酸により

生育阻害を起すこともある。こうした障害を

防ぐために、未熟堆肥中の易分解性有機物を

極力減らす必要がある。

しかし、家畜ふん堆肥を一見しただけで、

その腐熟度の判別をすることは難しい。例え

ば、もみがらなどの副資材が多く入った家畜

ふん堆肥が堆肥化過程で乾燥してしまうと、

臭気が低下し、未熟でも高品質に見えること

がある。このような背景から、畜産農家、耕

種農家を問わず、現場で行なえる簡便、迅速、

そして安価に完熟堆肥を見分ける「腐熟度判

定法」の開発が望まれている。

これまで様々に腐熟度判定法が開発されて

いるが、その多くは専用の分析機器を必要と

し、農家が現場で実施することが難しかった

り、簡便ではあるが判断基準が提示されてい

ないので利便性に欠けたりしていた。

今回は、こうした問題点を解決するために、

未熟堆肥から多く発生するCO2（二酸化炭素）

の放出速度を利用して、間接的に易分解性有

機物量を測定できる現場型の簡易判定法を開

発したので紹介する。
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2. CO2放出速度を指標とした堆
肥腐熟度判定

宮城県内の18ヵ所の堆肥化処理施設から腐

熟度が異なる家畜ふん堆肥を採取して供試し

た。供試した堆肥は、牛ふん堆肥が5種、豚

ぷん堆肥が6種、鶏ふん堆肥が4種、畜種混

合ふん堆肥が3種であった。

堆肥のC伍放出の潜在力を適正に測定する

ためには、堆肥試料が好気性微生物の活動に

適する水分率になっている必要がある。好気

性微生物に適した堆肥の水分率は60~75％と

される 1、2)が、この条件では、堆肥が水分

過多となり、嫌気状態になる場合があった。

そこで、古川ら 3)が提案した 「強く握っ

たとき指の間から水がしみ出す程度」に水分

を調整し、 20℃で 1日間馴化させた堆肥を測

定用の堆肥試料にした。この調整後の堆肥試

料の水分率は34~72％と幅があったが、水分

率が低い堆肥はふんのみの堆肥で、水分率が

高い堆肥には副資材が多く含まれていたい。

堆肥が腐熟すると低下する易分解性有機物

量はBOD（生物化学的酸素要求量） を測る

ことで推定できる 5、6)。そこで、 BODと水分
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■牛ふん堆肥 △豚ぷん堆肥
x鶏ふん堆肥 〇混合ふん堆肥

図1 堆肥乾物当たりのCO2放出速度とBOD

調整後の堆肥のC伍放出速度 （一般の化学分

析法による）の関係を比較すると、高い正の

相関を示した （図 1)。この結果からC伍放

出速度を腐熟度判定の指標にできることが明

らかになった。

3. CO2放出速度簡易測定法の開
発

c伍は水酸化ナトリウムに吸収されやすい
性質をもち、水酸化ナトリウム水溶液のpH

はCO2を吸収すると低下する。この原理を利

用して、 CO2放出速度簡易測定法を開発する ・「
ことにした。その結果、次の手順で測定する

方法を開発した。

①2の項で説明した水分調整後に馴化した

堆肥試料を10g計り、容羅lOOmLのサンプル

瓶 (UMサンプル瓶）に入れる。

②0.05mol L -1の水酸化ナトリウム水溶液

50mLにpH指示薬であるフェノールフタレイ

ン液（フェノールフタレイン0.5gにエタノー

ル90mLを加え蒸留水でlOOmLに定容） 2mL 

を加えて濃いピンク色にする。この水酸化ナ

トリウム着色液は判定当日に調製する。

5
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y = 25.7x―I -0.237 

r2 =0.794 p(0.001 
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ろ紙脱色時間（分）

■牛ふん堆肥 △豚ぷん堆肥
x鶏ふん堆肥 〇混合ふん堆肥

図2 ろ紙脱色時間と水分調整堆肥の現物当たりの
CO2放出速度
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③着色液で湿らせた 2cm四方のろ紙をサ

ンプル瓶の内壁に、液の表面張力で貼り付け

て瓶を密閉する。

④35℃のインキュベーターで培養し、ろ紙

のピンク色が脱色するまでの時間（ろ紙脱色

時間）を測定する。

この方法では、堆肥のC伍放出速度（一般

の化学分析値）が速いほど、ろ紙脱色時間が

短くなるという反比例に近い関係がみられ、

CO2放出速度はろ紙脱色時間によって把握で

きることが示された。

図2はろ紙脱色時間と水分調整堆肥のCO2

放出速度との関係を示しているのに対し、図

3はろ紙脱色時間と堆肥乾物当たりのCO2放

出速度の関係を示している。ここでもCO2放

出速度とろ紙脱色時間の関係は、反比例に近

い関係となり、ろ紙脱色時間から堆肥乾物当

たりのCO2放出速度が把握できることが明ら

かとなった。

以上のことから、堆肥を握りしめる水分調

整法で堆肥の水分率にバラッキが生じても、

CO2放出速度の評価にはほとんど影響がない

ことがわかった。

4. ろ紙脱色時間の基準値の設定

家畜ふん堆肥の品質評価法として広く普及

しているコマツナ発芽試験を用いて、腐熟し

た堆肥であることを示す基準の設定を試みた。

c伽放出速度は、コマツナ（品種：よかっ
た菜）の発芽率と高い負の相関を示した（図

4)。良質堆肥の推奨基準であるコマツナ発

芽率80％以上りを示す堆肥は、 CO2放出速度

が0.8mgg―1DM h-1以下であった。

下」

このこ

とから、「CO2放出速度0.8mgg―1DM h―]以

の堆肥を腐熟した良質堆肥と判定するこ

とにした。CO2放出速度0.8mgg―1DM  h-1 

におけるろ紙脱色時間は約40分なので（図 3)、
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図中の曲線は95％信頼区間

堆肥乾物当たりのCO2放出速度と堆肥抽出液にお
けるコマツナ発芽率

35℃40分培養時のろ紙の色と堆肥の腐熟度
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表 35℃40分培養時点のろ紙の色と腐熟度の関係

ろ紙の色 腐熟度判定結果 80 未熱．

標準色より濃い 腐熟した堆肥 ~' I 

ヽ標準色と同等 やや未熟な堆肥 q 
標準色より薄い 未熟堆肥

60 
嶋'1△ l △ ． ． ． 

＊標準色は大日本インキのDIC2017
雰率4 0 △ :ビA ． ． 

△ぶ＇△ 令△
△ 

．.％ -． • △ A 
20 息引 ． 

ト
I 

゜゚ 50 100 150 

ろ紙脱色時間

写真2 堆肥施用ポット栽培試験における播種後3週間
のコマツナ生育と施用堆肥のろ紙脱色時間

簡易腐熟度判定法におけるろ紙脱色時間の基

準値を40分とし、 35℃40分培養時点のろ紙色

から、堆肥の腐熟度を判定することにした。

腐熟した堆肥と未熟堆肥を35℃で培養する

と、ろ紙色は培養中に徐々に脱色し、 40分後

にはそれぞれのろ紙の色に差が生じた（写真

1)。脱色の程度は、標準色表（大日本イン

キDIC2017) と比較して判定することにした。

ろ紙の脱色程度と堆肥の腐熟度判定基準を表

に示した。

この簡易腐熟度判定法により判定した堆肥

を使用して、コマツナの栽培を行なった結果、

未熟と判定された堆肥で栽培したコマツナで

は、生育が抑制された（写真 2)。

5.簡易腐熟度判定法の利用

堆肥の外観や聞きとり調壺により腐熟度を

判断する評点法8)は、堆肥生産現場の熟練

者の感覚を数鼠化した方法で、現場での使い

勝手が良く、「家畜排せつ物法」施行以前か

16 

200分

△強制発酵 ●堆肥舎

図5 堆肥の腐熟度と水分率

ら普及していた。評点法の腐熟度判定基準の

一つに「堆肥の水分率」の項目があり、 50% ~ 
まで低下した堆肥では最高点になる。

平成14~19年に、宮城県内の37ヵ所の大規

模堆肥化処理施設で生産された製品堆肥につ

いて、ろ紙脱色時間と堆肥水分率の関係を調

べた（図 5)。その結果、 3割の堆肥は未熟堆

肥と判定され、その大部分は水分率が50％以

下であった。この乾燥した未熟堆肥には、従来

からいわれている水分率が低いと完熟してい

るという関係は成り立たなかった。これらの

未熟堆肥は、強制発酵施設で製造された堆肥

も含んでいた。つまり強制発酵施設では、堆肥

が十分腐熟する前に乾燥が進んでしまうこと

で、堆肥化が途中で停止する場合があると推

察された。このように、近年の家畜ふん堆肥

の中には、適度に乾燥していてハンドリング

が良く、外観上は完熟にみえても、実際には未

熟な堆肥が存在している。また、こうした未熟

堆肥は乾燥しているために臭気も少ないので、

外観での判別はますます困難である。

しかし、今回開発した簡易腐熟度判定法は、

堆肥中の好気性微生物の潜在的な活性力を十

分に引き出してから、微生物の呼吸速度

(C伽放出速度）を利用して易分解性有機物

量を測定するので、堆肥の外観に惑わされず

に腐熟度が判定できる。また、この測定法は

．
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あれば実施できるので、低コストでもある。
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(2003) 

4.熊谷千冬ら：上肥誌， 76,435-440 (2005) 

5.羽賀清典，原田靖生：畜産試験場年報， 24,85-87 

(1984) 

6.小柳渉ら：土肥要旨集， 48,132 (2002) 

7.藤原俊六郎：有機廃棄物資源化大辞典，農産漁

村文化協会，東京， 41-50(1999) 

今後、この簡易腐熟度判定法が、良質堆肥

の地域内循環や良好な農産物生産に寄与する

ことが期待されている。

8. 原田靖生：畜産の研究， 37,1079-1086 (1983) 

協会だより

研究開発第1部

〇畜産新技術開発活用促進事業

題名：平成20年度に委託する

研究開発課題の企画審査委

員会

期日：平成20年 1月29日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：小泉和生（農林水産

省）、鹿志村均 （茨城県畜産

センター）、清水矩宏（神津

牧場）、菅野茂（元東京大

学）、寺門誠致（共立製薬株

式会社）、三上仁志（農林水

産先端技術研究所）、矢野秀

雄（家畜改良センター）、塩

田忠 ・花田章（畜産技

術協会）、

内容：本年度応募のあった新

規課題と本年度委託した次

年度の継続予定課題の最終

審査を行ない、平成20年度

の委託課題（候補）を選定

した。この課題名は正式決

定後に当協会のHPに掲載す

る。

〇先進的家畜管理システム実用

化事業

題名：平成19年度第 2回開発

推進委員会

期日：平成20年2月5日

場所：全国家電会館

出席者：藤嶋吉宏（農林水産

省）、青沼明徳（日本酪農乳

業協会）、柏村文郎（帯広畜

産大学）、木村良博（酪農技

術研究所）、畳伸吾（道南

農業共済組合北部支所）、高

橋博人・野中和久（家畜改

良センター）、澤村篤•本

田善文・石田三佳（畜産草

地研究所）、清水箕也（動物

衛生研究所）、岡谷利幸（オ

リオン機械（株））、宮下芳

行・上野俊憲（オリオン機

械（株））、北原慎一郎・菅

原博道・村川伸一（北原電

牧（株））、南橋昭・小山

毅•関口建ニ ・ 堂腰 顕

（根釧農業試験場）、澤田和

明・ニ川雅登（豊橋技術科

学大学）、山崎茂雄（（有）

ヤマザキ）、鈴木伸之（（有）

ベルワイドアイ）、芳賀恒

之 ・岩崎弦 (NTTマイク

ロシステムインテグレーシ

ョン研究所）、ツェンコヴァ

ルミャナ（神戸大学）

内容：開発を進めている自動

搾乳システムと健康監視シ

ステムの進捗状況、個別開

発課題の進捗状況、最終年

の開発方向と実証試験につ

いて検討した。

研究開発第2部

〇題名 ：平成20年度 「民間活力

による畜産生産技術研究開

発推進事業」にかかわる研

究開発課題と実態調査課題

の応募状況について

内容：平成19年11月26日～12

月25日に募集した上記事業

にかかわる課題の応募状況

は、研究開発課題が15課題、

実態調査課題が 5課題でし

た。現在、審査を行ない、

最終結果は 2月中に関係各

位にお知らせする予定です。
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佐賀県畜産試験場

式町秀明（しきまち ひであき）

佐賀県畜産試験場 副場長 ·-~·~ 
グラビアA頁 l 

l.沿革

当場の前身は、昭和 9年に伊万里市大川内

町に家畜の改良と増殖を目的として創立され

た佐賀県種畜場と昭和11年に多久市北多久町

に設置された佐賀県種鶏場です。昭和38年の

機構改革により、佐賀県種畜場は佐賀県畜産

試験場（以下：畜産試験場）と改称、また佐

賀県種鶏場は小城郡牛津町に移転して佐賀県

養鶏試験場（以下：養鶏試験場）と改称され

ました。

さらに、昭和53年には畜産技術の多様化、

高度化にあわせて研究施設を充実させるため、

畜産試験場が現在の杵島郡山内町の九州酪農

講習所跡地に移転し、佐賀県農業大学校畜産

分校が併設されました。その後、昭和59年に

畜産試験場と養鶏試験場が統合され、現在に

いたっています。

2.組織の概要

現在の組織は、 2試験研究部、総務課、農

業大学校畜産分校から構成され、研究職18名、

事務職4名、技能職26名の合計48名で運営し

ています（組織図）。

敷地面積は約48haで、そのうち採草放牧

地がllha、水田が 1haを占めています。試

18 

総務課

大家畜部［ご
乳牛・飼料

中小家畜部 養豚・環境

1養鶏
農大畜産分校

組織図

験用動物として、肉用牛150頭、乳用牛40頭、

豚400頭、鶏4,000羽が飼養されています。

3.試験研究の概要

本県には、「佐賀県 『食』と 『農』の振典

計画」があり、これに基づいて策定された

「試験研究推進方向」に沿って、次の四つの

柱を設け、研究開発を推進しています。

1)市場競争力のある商品づくりのための試

験研究

本県の「佐賀牛」の種雄牛．の能力評価と選

抜をより正確で効率的に実施するため、県産

種雄牛の産子の経済形質に関与する遺伝子を

特定するためのDNA解析を行なっています。

そして、脂肪交雑に関与する遺伝子領域 1ヵ

所、枝肉重量に関与する遺伝子領域 3ヵ所を

推定しました。今後、後継種雄牛の作出にあ

畜産技術 2008年3月号



たり、これらの成績を選抜指標に利用してい

く予定です。

また、優良牛の改良と増殖を図るため、重

点的に牛受精卵技術の改善を進めています。

特に、ホルモン剤を利用した過剰排卵処理、

凍結技術の改良、経腔採卵一体外授精

(OPU-IVF)技術の向上、 二卵移植による双

子生産技術の開発に取り組んでいます。

特に、本年度から、「佐賀牛」の素牛生産

を増加させて県内の素牛自給率を高めるため、

畜産試験場で優秀な繁殖雌牛を飼養し、その

雌牛由来の体外受精卵を県内畜産農家に供給

する事業が始まりました。

さらに、系統豚「サガL」を増殖し長期に

わたり維持していくために、豚の凍結受精卵

の移植技術の改良に取り組んでいます。すで

に、凍結融解した受精卵を移植して産子を得

ることに成功しました。

2)地域産業の競争力を高めるための試験研

究

「佐賀牛」ブランドの高品質な牛肉生産を

ますます発展させていくために、子牛の育成

から肥育までの各飼養期に、もっとも適した

飼養管理技術の開発に取り組んでいます。そ

して、開発された飼養管理技術については、

モデル農家と関係機関が協力して普及を推進

しています。

3)くらしの安全・安心の実現に向けた試験

研究

本県は有明海に接し、豊富な海苔資源が得

られることから、鶏に免疫増強効果のある海

苔を給与して強健化を図るとともに、体脂肪

抑制の機能性を付加した鶏卵の生産技術の開

発に取り組んでいます。そして、鶏の免疫機

能の改善と機能性成分の多い鶏卵を生産でき

る飼料を開発し特許を出願しました。この飼

料の給与により、鶏の疾病に対する抵抗性が

増強するとともに、卵価が不安定な現状にも

対応できる高付加価値鶏卵の生産が期待され

ています。

4)環境の保全、資源の回復・維持的利用の

ための試験研究

家畜排せつ物法が施行され、畜産から発生

する悪臭の低減や排せつ物中の窒素の低減が

緊急の課題となっています。そこで、完熟豚

ぷん堆肥にオカクズを混合し、水分を40％以

下にすると、高い脱臭能力を維持できました。

また、市販の豚肥育用飼料にミカンジュース

粕を添加すると尿中窒素が低減できることも

判りました。

さらに、畜産草地研究所と共同で、県内の

養豚現場で普及している標準型の活性汚泥処

理施設に「豚尿汚水からリンをMAP結品と

して除去 ・回収する技術」を適用し、効率的

にリンを回収する技術の開発に取り組んでい

ます。

4.おわりに

これからも、高度化 ・多様化する消費者や

生産者のニーズに対応して、市場競争力のあ

る牛肉生産のための優れた種雄牛の作出や低

コストな高品質畜産物の生産技術などの開

発 ・普及を目指して、職員が一丸となって取

り組んでいきます。

ご
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●動物用電子タグとその応用

(5)動物用電子タグのリーダ
中村 雄有（なかむら かつなり） （社）畜産技術協会

l.はじめに

連載の (4)「電子タグのISO規格」で動

物用ISO規格について述べたが、そのISO規

格の対象となる機器として、電子タグとリー

ダがある。電子タグについては、連載の (1)

「電子タグの概要」で述べたので、ここでは

ISOll 784/11785に準拠する動物用リーダと

その利用について述べる。

2.動物用電子タグのリーダ

ISO 11784/11785に準拠するリーダは、こ

の規格に準拠する電子タグであれば、 FDX

（全二重通信方式）およびHDX（半二重通信

方式）のいずれの通信方式でも、またどのメ

ーカの電子タグでも読むことができる。主に

ペットに使われるリーダでは、 FDX、HDX

以外のISOll784/11785に準拠しないFDX-A

や他の規格の電子タグを読むことができる機

能を備えているものもある。

リーダの基本的な性能である読取距離につ

いてISOの規定はない。1998年から 3年間、

EU6カ国が参加して、家畜用電子タグの実

表1 EUによるリーダの最低読取距離

動物の種類 電子タグの種類
読取距離 (cm)

ハンティリーダ 据置型リーダ

電子耳標 12 80 

牛、バッファロー マイクロチップ 15 80 

ボーラス型電子タグ 25 80 

電子耳標 12 50 
羊、山羊

ポーラス型霊子タグ 20 50 

行可能性調査プロジェクトであるIDEAプロ

ジェクトが行なわれた。その結論として、今

後使用されるリーダは表 lに示す最低読取距

離を持たなくてはならないとしている。現在 ・「
のところ、この値が世界におけるリーダの読

取距離の目安となっている。

動物電子タグ用のリーダは、携帯用のハン

デイリーダと固定して使用される据置型リー

ダに大別される。

l)ハンディリーダ

(1)種類と仕様

ハンディリーダはタグのID（個体識別番

号）を読み、それを表示することを基本機能

としている。写真 1にその表示を示す。この

リーダでは、 IS011784で定められた15桁の

数字の他に、国コード (Countrycode) と

して日本を意味する「JPN」が表示されてい

る。

口 、
ふ、は： I 

．
 

写真1 リーダの表示
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ハンデイリーダは、多様な用途に対応して

各種のものが開発されている。あらかじめ決

めたコードとともにIDを記録するなどの機

能を持つプログラマブルリーダ、動物から離

れて読み取れるスティックリーダなどがある。

多くのリーダは、読み取った2,000頭分くら

いのIDをリーダ内に記憶するメモリ機能を

持っている。パソコンとのインターフェーズ

としては、 USBを使っているものが多い。

各種ハンディリーダの例として、その仕様

を表2、外観を写真2、3に、また一般的な

スティックリーダの例を写真4に示す。豪外I

では、長さ 3mのスティックリーダが使用さ

れている。これは、牛房を囲む通路の上から、

牛に付けられている電子耳標を読み取るため

に開発されたもので、その使用を写真 5に示

す。

表2 各種ハンディリーダ

一般ハンディリーダ
プログラマブル

ハンディリーダ

メーカ DATAMARS Agrident 

型式 マルチリーダMAXIV APR 300 

寸法 (mm) 330X160X40 175X90X36 

質量 (g) 約534 約350

読めるタグ 1S011784/11785準拠の 1S011784/11785準拠

FDXおよびHDX、FOX-A のFDXおよびHDX、

(FECAVA*)、Trovan

最大読取距離＊＊ 約35 約23

(cm) 

メモリ機能 2000 ID 2000 ID 

インターフェイス USB USB 

• FECAVA : Federation of European Companion Animal Veterinary Association 
"ALLFLEX社の電子耳標 (HDX)読んだ場合の値

写真2 一般ハンディリーダ

(2)読取距離

読取距離は、周辺の電磁ノイズ、金属の存

在、およびタグを囲む材質などによって影響

される。また、読取時のタグの姿勢、すなわ

写真3 プログラマブルハンディリーダ

写真4 スティックリーダ

写真5 豪州でのスティックリーダの使用
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タグのコイルの中心線

/ 
アンテナの中心線

屯・デ ］／ 
／ 
タグ ！ 

夕

不適姿勢

表3 Agrident社据置型リーダの仕様

ア 型式 DAF003 DAF004 DAF006 
ン 寸法 (cm) 32X30X2 5 41 X21X25 60X50X2 5 
フー 質量 (kg) 約15 約1.5 約30
ナ IP注） IP65 IP65 IP65 

型式 ASR400 
コ 読めるタグ HDX、FDX-Bン
卜 同調方法 自動同調

ロ インターフェース RS2323またはRS485
| 
寸法 (cm) 16X10X38 

ラ
質量 (ka) 約05

注） IP: International Protection保護構造のレベルを示す。

ハンディリーダ

図 1 ハンディリーダの読取距離

ち、タグとリーダのアンテナの相対的な向き

によっても大きく影響される。動物用電子タ

グはISOll785で定められている134.2kHzと

いう長波の特性から、 13.56MHzの短波を使

用したタグの場合のように、タグの姿勢によ

って読み取りが不可能になることはない。し

かし、不適当な姿勢の場合の読取距離は、最

適な姿勢の50％程度になることもある。これ

は、図 1に示したように、タグがアンテナの

中心を通る線上にある時に、タグのコイルの

中心線がアンテナの中心を通る線と一致する

ような姿勢になると、アンテナから出る磁束

が多く交差するので、タグの読取距離は最大

になるが、コイルの中心線がアンテナの中心

線と直角に交わる時、磁束の交差が少なくな

るので読取距離が短くなるためである。

2)据置型リーダ

(1)種類と仕様

据置型リーダは、用途に応じて各種の形状

のアンテナを持ったものが開発されている。

Agrident社の一般用途の三種の据置型リー

ダのパネル型アンテナを写真 6に、またその

アンテナと適用されるコントローラの仕様を

表3に示す。このリーダは設置する環境に応

じて自動的に同調する機能を備えており、実

際に同調したことをビジュアルに示す機能を

持っている。写真 7は、同調曲線のピークが

中央 (134.2kHz)にあるので、最適な同調
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 写真6 Agrident社のアンテナ

zo°’ 
¢ixoし

写真 7 据置型リーダの同調曲線

になっていることを示している。ペット用に

写真8に示すような据置型リーダも作られて

いる。

(2)読取領域とタグの姿勢

パネル型のアンテナを持つ据置型リーダの

電子タグの読取可能な範囲（読取領域）は、

アンテナ面およびその垂直面に関して対称に

空間的な広がりを持っている。平面的に図示

すると、おおむね図 2に示すような図形にな
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写真8 ペット用据置型リーダ

取領域

図2 パネルアンテナの読取領域

る。据置型リーダにおいても、読取距離は周

辺における電磁ノイズや金属の存在に影響さ

れ、また読取時のタグの姿勢にも影響される。

最適なタグの姿勢は読取領域内においてア

ンテナから出る磁束と垂直に交わる場合であ

り、読取距離は最大となる。また、磁束と平

行する姿勢は不適当であり、読取距離は短く

なる。

3)据置型リーダの使用法

動物を据置型リーダのある通路を通過させ

ることにより、人手を介さずに動物を自動的

に認識できることが、電子タグを適用したシ

ステムの大きな特徴であるが、据置型リーダ

の特性や動物の挙動を考慮して設計しなけれ

ば、その機能を発揮できない。動物の通過に

写真9 木製柵取り付けの据付型アンテナ

よって電子タグを読み取るシステムを構築す

る上での注意事項を以下に述べる。

(1) アンテナを伝導体（例えば、金属のフ

ェンス）と接触して設置しない。

アンテナは写真 9に示すように木製の柵に

取り付けることが望ましいが、金属のフェン

スしかない場合は、アンテナを木などで

10cm以上浮かせて取り付ける必要がある。

(2)一度に 2頭以上の動物が通過しないよ

うにする。

読取領域に 2個以上の電子タグが存在する

と読み取りが不可能になるので、 2頭以上が

一度に通過する可能性がある場合は、通路を

狭くして 1頭ずつ通過するなどの方策が必要

である。通路の幅は動物の種類、大きさで異

なるが、羊、山羊では約40cm、牛では70~

80cmといわれている。写真10は通路の幅を

柵の上部で80cm、最下部で40cmにした例で

ある。また、通路の入口が広い場合は急に狭

くすると動物の流れが悪くなるので、それを

回避するために通路をカーブさせながら徐々

に狭くすることが有効である。

(3)動物の流れが逆流する可能性がある場

合は逆流防止の手段を講じる。
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写真10 柵で狭くした通路

動物の流れが逆流すると二度読み、三度読

みが起こる。写真11は弁と同じような動作を

する逆流防止策を施した例である。

(4) アンテナの反対側にも動物の通路があ

る場合は、反対側に電波が飛ばないように遮

蔽板を設ける。

アンテナは読取領域をアンテナ面に関して

対称に持っているので、隣の通路を通過する

動物の電子タグも読むことがある。これを防

写真11 逆流防止策を施した通路

ベニニニ沿 ←――—読取領域

遮蔽板--_---＜二二二
／一一

．＼／ ァンテナ
．` 

図 3 遮蔽板の構造

止するためには、図 3に示すように、反対側

への電波を遮断するための遮蔽板を設置する。

マ

ヽ.. •- -•. /^{-、クへr-へ＾ . •- -•- -• -•........ -•. -•. •- •-.. •- -•- -• 

＾ 
•- -•- -•- -•- -•- -•- -•- -•ママ•- -•- -•- -•- -・--・--・--•- -・--・--・--・ /へr、たへ/rへr
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今月の表紙

ベトナムの首都ハノイの南150kmにあるタインホア省で、白雲が大きく広がる空の下、

黙々と働く人と水牛を見かけた。この国では、まだ牛や水牛が水田の代かきに活躍している。

運搬用のトラクターと稲の脱穀用以外の農業用機械は少なく、木製の荷車などを見ることも多

い。

（（社）畜産技術協会森山浩光）

畜産技術 2008年3月号
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モンゴル国の最近の家畜衛生事情

勝田 賢（かつだ けん） 動物衛生研究所 環境 ・常在疾病研究チーム （東北支所）

l.はじめに 2.疾病診断体制

（社）畜産技術協会の「平成19年度海外畜

産 ・農村開発事業一国別畜産開発支援計画作

成事業」のモンゴル国現地畜産調査団の一員

として、家畜衛生状況を中心に現地調査を行

なったので、その概要を報告する。

モンゴル国は、農・牧畜業がGDPの33％を

占め、そのうち、牧畜業が87％を占める牧畜

国である。羊、山羊、牛、馬、ラクダの主要

5畜の飼養頭数は総計3,400万頭で、 一戸当

たりにすると約150頭が飼養されていること

になる。

モンゴル国では、以前は口蹄疫などの国際

重要伝染病に関して比較的清浄な状態を維持

していたという。しかし、 1990年の市場経済

への体制移行により、それまで無償であった

獣医療サービスが有料化（民営化）されるな

ど、家畜疾病の防疫体制が急速に変化した。

このため、国際重要伝染病の防疫体制が弱体

化し、またその他の感染症も増加するなど、

家畜衛生状況が悪化している。

モンゴル国政府は中長期開発計画（動物衛

生分野）において、①感染症、寄生虫症の国

際水準の防疫体制の確立、、②動物用生物学

的製剤（ワクチン、診断液など）の生産 ・供

給体制の確立、③国際重要伝染病の防疫に関

わる周辺条件の整備、④獣医療サービスの水

準の向上を重要課題として掲げている。

モンゴル国には、疾病診断部門として中央

獣医衛生ラボラトリーと各県の県獣医衛生ラ

ボラトリーが設置されている。中央獣医衛生

ラボラトリーは、 1947年に設立された家畜伝

染病の病性鑑定および食品衛生検査を行なう

国の中心機関である。現在45名の職員が配属

されており、うち27人が獣医師である。中央

獣医衛生ラボラトリーは食料農牧省の獣医局

に所属し、 22ヵ所の県獣医衛生ラボラトリー

と診断ネットワークで結ばれている。

3.国際重要伝染病の発生状況

モンゴル国では、 2000年に口蹄疫が発生し、

それ以降、口蹄疫、羊痘および高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生が続いている。一方、牛

疫は1991年以後に発生がなく、 2005年に清浄

化が確認された。また、牛肺疫は1973年の発

生を最後に報告されておらず、現在、清浄性

の確認のための国内調査が行なわれている。

1)口蹄疫の発生

モンゴル国は、 1974年以降27年間は口蹄疫

の清浄国であった。しかし、 2000年に中央部

のドルノゴビ県で口蹄疫が発生し、それ以降、

2003年を除き口蹄疫の発生が続いており、現

在は口蹄疫の汚染国となっている。2000~

2004年の発生は血清型0ウイルスによるもの

であったが、 2005年8月の東部のドルノド県
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表 1 2004年以降の口蹄疫の発生状況

発生年 2004年
地域名 ドルノゴピ スフバートル

発生件数 10 6 
感染頭数 845 1004 
死亡頭数

゜淘汰頭数 845 1004 

・合計は2000年以降の発生総数、 UB:ウランパートル

表 2 ガゼルの口蹄疫抗体保有状況調査 (2004年） （頭）

地域名

ドルノゴビ

検査血清数

4 

陽性数 ％ 

4 100 
スフバートル 17 7 41.1 
ドンドゴビ 22 22 100 
ウムノゴピ 2 2 100 
合計 45 35 77.8 

中央獣医街生ラボラトリー資料

の発生は血清型 Asialウイルスによるもので

あった。さらに、 2006年8月に、ウランバー

トルのモンゴル獣医大学の施設内で飼育され

ている牛に血清型0ウイルスの感染が認めら

れた。

口蹄疫の流行地域では、感染動物の処分

（市場価格の90％国家補助）、発生危険度に応

じたゾーン化とワクチン接種、検疫および移

動制限が実施されている。口蹄疫の発生は、

2000~2007年に84件、 4,807頭で、死亡また

は洵汰した牛は5,689頭である（表 1)。また、

43,336,074頭の家畜にワクチン接種が行なわ

れている。

口蹄疫が初発した地域は、 2006年を除いて

中国国境から 5~50km圏内であった。

モンゴル国には、多数の野生動物が生息し

ており、伝染病の感染源として問題視されて

いる。特に、国内に150万頭～200万頭生息し

ているガゼル (whitetailed gazelle)は、ロ

蹄疫の拡散源と考えられている。2004年にガ

ゼルの口蹄疫ウイルス抗体の保有状況を調査

表 3 羊痘の発生状況

発生年

地域名 スフバートル ヘンティ

発生件数 13 6 
感染頭数 978 1405 
死亡頭数 33 26 
淘汰頭数 53 

•uB ウランバートル

2005 2006 
合計＊

ドンドゴビ ドルノド UB 
3 1 84 
360 231 74 4807 

゜ ゜ ゜
577 

360 231 74 5112 

農牧省獣医局資料

したところ、 45頭中35頭 (77.8%）が抗体を

保有し、そのうち 6頭は臨床症状も観察され

た（表2)。

2)羊痘の発生

2006年12月に、ウランバートルの東部にあ

るスフバートル県で、羊痘が30年ぶりに発生

した。スフバートル県からウランバートルの

ある中央県に、羊痘に感染した羊群が遊牧に

より移動してきた。このため、中央県をはじ

め、周囲のヘンティ県、ゴビスンベル県に被

害が拡大した。羊痘の発生は27ヵ所で、

2,758頭が感染し、死亡数74頭、淘汰された

羊が276頭であった（表3)。

羊痘の確定診断は、中央獣医衛生ラボラト

リーとイギリスのパーブライト家畜衛生研究

所で行なわれた。羊痘の流行地域では、口蹄

疫と同様の防疫対策が実施された。すなわち、

感染動物の処分（市場価格の90％国家補助）、

発生危険度に応じたゾーン化とワクチン接種、

検疫および移動制限が実施された。ワクチン

接種は、本症が発生した 5地域（スフバート

ル県、中央県、ヘンティ県、ゴビスンベル県、

ウランバートル）に、 ドルノゴビ県とドルノ

ド県を加えた 7地域にある52郡の1,713,200頭

に対して行なわれた。

2006-2007年

中央 ゴビスンベル UB• 
合計・

6 1 1 27 
306 27 42 2,758 
8 7 74 
168 13 42 276 

農牧省獣医局資料

畜産技術 2008年3月号
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表4 疾病別家畜伝染病の発生状況

疾 病 2003年 2004 

炭疸 21 57 

気腫疸 24 25 

伝染性無乳症 301 332 

大腸菌症 18 12 

伝染性膿胞性皮炎 530 870 

馬伝染性貧血 29 20 

出血性敗血症 283 184 

リステリア症 282 75 

壊死梓菌症 80 

゜狂犬病（犬） 18 

゜破傷風

鼻疸 1 

エンテロトキセミア 141 165 

(3)高病原性トリインフルエンザ

2005年8月に、北部のフブスグル県とボル

ガン県の野鳥（渡り鳥）で、高病原性鳥イン

フルエンザウイルス (H5 N 1亜型）の感染

が発生した。この発生は、中国青海湖からの

感染鳥の飛来が原因と考えられている。イン

フルエンザの診断は、中央獣医衛生ラボラト

リーがヘマグルチニン（H)亜型までを決定

し、ノイラミニダーゼ（N)亜型の決定を含

む確定診断をわが国の北海道大学が実施した。

4.その他の家畜感染症の発生状

況

モンゴル国には、炭疸、ブルセラ症、結核、

気腫疸、大腸菌症、エンテロトキセミア、出

血性敗血症、牛白血病、馬パラチフス、鼻疸、

馬伝染性貧血、狂犬病、リステリア症、痴癬

2005 2006 2007 

67 8 8 

37 2 5 

229 7 76 

21 3 10 

1030 134 622 

31 

゜ ゜182 18 122 

51 10 5 

6 

゜ ゜27 46 10 

38 

゜
180 4 57 

農牧省獣医局資料

や寄生虫感染症などの感染症が常在している

（表4)。また、感染症以外の疾病として、ミ

ネラル欠乏による代謝性疾患や鉱山に関連す

る中毒も問題となっている。

家畜衛生対策として、 2003年のモンゴル国

会決議29号で、疾病対策の国際基準化、OIE

リストに載っている疾病の清浄化、動物用医

薬品の管理体制の改善などが決議されている。

これにより、中央獣医衛生ラボラトリ ーや各

県の獣医衛生ラボラトリ ーの器材整備が進め

られている。現在、中央獣医衛生ラボラトリ

ーを中心として、「NationalProgram 

Animal Health to 2010」が推進されており、

ブルセラ、馬伝染性貧血、鼻疸、結核および

牛白血病の 5疾病の撲滅を目標として、ワク

チン接種あるいは抗体の検査などが実施され

ている。

—-----．` ．一



,,. ， 
海外情報2 』

蜂群崩壊症候群：ミツバチが消える

木村澄 （きむら きよし） 畜産草地研究所みつばちグループ

l.はじめに

アメリカの22以上の州で、 2006年10月から

2007年の春にかけて、蓑蜂種であるセイヨウ

ミツバチ（以下：ミツバチ）が大量に失踪す

る現象（州によって全蜂群の30~90%)が発

生した 。 この現象は、蜂群崩壊症候群

(Colony Collapse Disorder、以下： CCD)

と名づけられ、世界的に大きく報道された。

アメリカ農務省が中心となって、この現象の

調査・研究を精力的に行なっているにもかか

わらず、未だに原因は明らかでない。

ミツバチは蜂蜜の生産だけでなく、花粉を

媒介する昆虫として農業に多大な貢献をして

いる。すなわち、たまねぎ、アーモンド、桃、

大豆、リンゴ、西洋梨、サクランボ、木苺、

ブラックベリー、クランベリー、スイカ、メ

ロン、胡瓜、苺などの花粉の媒介に用いられ

ている。アメリカでは、野生化したミツバチ

は寄生性ダニにより大打撃を受け、ほとんど

いなくなった。そのため、花粉を媒介する昆

虫として、養蜂家に飼養されているミツバチ

がいっそう重要になっている。また、花粉媒

介を目的にミツバチが導入された対象作物以

外にも、多くの作物が近隣から飛来するミッ

バチの働きにより、間接的な受粉効果を得て

いる。ミツバチによる花粉媒介の経済効果は、

間接的受粉効果を含むと、アメリカだけでも

146億ドル (2000年）に及ぶと推定されてい

る。このことから、 CCDの発生により、多

くの作物の生産性低下が懸念されている。

CCDの発生は、単に養蜂業界の問題でな

く、農業全体に影響する社会的問題として注

目されている。このような重要な問題である

にもかかわらず、わが国のマスコミには

CCDをミステリー風にみるものもあり、必

ずしも正しく報道されているとはいえない。

そこで、 CCDの概要とともに、わが国にお

けるCCDの影響や発生の可能性も紹介する。

2. cc□の症状
CCDの現象を端的に表現すると「突然、

巣の中の働き蜂が極端に少なくなること」で

ある。アメリカでは、ミツバチの飼養規模が

大きいために、毎日の点検はほとんど不可能

であり、「突然」といっても 1~ 7日程度の

幅があると考えられる。

ミツバチには、冬期から春先にかけて、蜂

群が逃亡によって失われるということは一般

的な現象であり、蜂群の約10％が消失すると

いわれている。しかし、今回の現象は一般的

なミツバチの逃亡現象とは明らかに異なり、

次のような特徴がある。

l)発生規模が大きい。

2)巣には働き蜂がほとんどおらず、巣の

中や周囲に死んだミツバチがみつからない。

3)巣には多数の蛹を残っている（一般的

なミツバチの逃亡では巣に残っている蛹が少

~ 28 
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ない）。

4)巣には貯蜜や貯花粉が残っている。

5)多くの場合、女王蜂が巣に残っている。

CCDのように、働き蜂が突然いなくなる

現象は過去にも何度か報告され、古くは950

年にイスラエルで記録されているという 。過

去のいずれの現象も原因は特定されていない

が、発生は特定地域に限られている。今回の

CCDのように、被害が広範囲に及び、養蜂

家が管理している蜂群の80~100％が失われ

るという大規模なケースは初めてである。そ

のために、何か新しい要因の関与が疑われて

いる。現在までのところ、この冬 (2007~

2008年）に同様の現象が発生したという報告

はない。

アメリカ以外の国でCCDが発生したとい

う新聞報道があるが、マスコミ報道だけで、

学術報告や行政機関からの報告はみられない。

これらのミツバチの逃亡現象は局所的な発生

であり、アメリカで発生した現象とは同一で

ない可能性がある。

3. CCDの原因

CCDは発生当初から、可能性があるさま

ざまな原因が検討されているが、疑われてい

る主なものは次の通りである。

l)蜂群の栄養不足

2)殺ダニ剤などの蜂群に直接使用される

薬品

3)巣箱の近隣で利用されている農薬

4)新規あるいは既存のウィルスあるいは

細菌による病気

5) ダニの寄生

6)遺伝子組み換え作物の影響など

しかし、どれも単独でCCDを発生させる

原因とするには、つじつまがあわない点が多

い。これらの項目以外にも、携帯電話からの

電磁波の影響を指摘する研究者もいたが、現

在は否定されている。

CCDを引き起こす疑いのある病気として、

ノゼマ病を起こす原虫 (Nosemaapis) と近

縁種の原虫 (Nosemacerena)やオーストラ

リアから輸入された女王蜂由来のイスラエル

急性麻痺ウイルス (Israeliacute paralysis 

virus: IAPV)の感染があげられている。

特に、 IAPVについては、アメリカ農務省

の研究機関がサイエンス誌に発表したので、

「CCDの原因発見」と大きく報道された。し

かし、オーストラリアでCCDが発生してい

ないこと、その後の調査でアメリカの過去の

CCD以外の標本からIAPVがみつかるなどの

矛盾があり、本ウイルスはCCDの直接の原

因でないことが明確になった。

さらに、 2006年にアメリカを襲った記録的

な熱波、地球温暖化、あるいは単に巣内の温

度管理が影評したとの指摘もある。

アメリカ議会の農務委員会が「CCDに関

する公聴会」を開催し、そこでアメリカ農務

省と大学の研究者による「CCDに関するワ

ーキンググループ」が発足した。ワーキング

グループが集中的な研究調査を進めているが、

これまでのところCCDの原因は特定されて

いない。そのため、 CCDの原因は単独では

なく、複合的なものであろうという共通認識

になってきている。そして、原因の可能性の

ある項目を総合して、次のようなシナリオが

考えられている。

気候、農薬、ダニの寄生などが環境ストレ

スとして働き、ミツバチの免疫機構が低下す

る。そのために、ミツバチに通常は悪影響を

及ぽさない微生物などが「日和見感染」する

ことがCCDの発生と関係しているという考

えである。

2006年の記録的な熱波が蜜源に大きな影響
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を及ぼし、ミツバチの越冬に十分な栄養分が

確保できず、これが大きなストレスになった

ことは疑う余地がない。貯蜜不足により、ミ

ツバチが冬季を耐過するためのエネルギー源

が十分に確保できず、免疫機構に影響するこ

とも、先のシナリオに合うように思える。

このシナリオの正否はともかく、アメリカ

の養蜂業は潜在的にミツバチに大きなストレ

スを与えている。アメリカの養蜂業界も、わ

が国同様、ミツバチを蜂蜜の生産から花粉の

媒介にシフトしている。そして、養蜂家が、

花粉媒介のために、蜂群を農場から農場に長

距離移動させることが急速に増えている。特

に、アーモンド栽培農場での花粉媒介は、ほ

ぽ完全にミツバチに依存している。アメリカ

の広大な大陸を横断して移動することも決し

てまれではなく、この移動がミツバチに大き

なストレスを与えているのは明らかである。

農場での花粉媒介によっても、ミツバチが

群を維持するに十分な花粉（蛋白源）が得ら

れないときは、花粉媒介後に砂糖液や花粉を

給餌する必要がある。しかし、多くの場合、

十分に給餌されていない。

このように、移動養蜂により大きなストレ

スにさらされているミツバチは、ほかのスト

レスが加わることによって大きなダメージを

受けると考えられる。

4. cc□に対する対応
上述のように、 CCDの発生には、遠因と

してミッパチヘの潜在的ストレスがあり、こ

れに環境ストレスや栄養ストレスも影響する

ことが推測されているが、真の原因が解明さ

れたわけではない。そこで、アメリカ東部養

蜂研究普及コンソーシアムは伝染病の可能性

をふまえ、以下の対策法を推奨している。

l)崩壊しかかった蜂群は強群（働き蜂が

十分におり、女王が順調に産卵している群）

と合併させないこと

2)崩壊した蜂群をみつけた場合、崩壊蜂

群に他群のミツバチがアクセスするのを防止

するための装備をする。

3) ミツバチに与える砂糖液には、フマジ

リン（抗生物質）を加えること（注：ノゼマ

病の可能性を考えている）。

4)みつけた崩壊蜂群に、ヨーロッパ腐姐

病が二次感染しているときは、その蜂群をテ

ラマイシン処理すること（注：細菌性疾病の

可能性を考えている）。

また、アメリカ農務省は、次のような

CCDに対するアクションプランを発表して

いる。

1) CCDのさらなる調査とデータ収集

2) CCDサンプルの多角的側面からの解析

3)仮説 (CCDの原因が病原体、寄生虫、

環境ストレス、農薬のいずれか、またはそれ

らの複合）に基づいた研究

4) CCDの防止策や被害の軽減策の提唱

CCDの原因が明らかでないので、現状で

は蜂群をいかにストレスがなく、健康的に飼

育するかが鍵となる。

このアクションプラン遂行のために、大き

な連邦予算が投入されており、その事態の深

刻さがわかる。

5.わが国の輸入農作物への影響

わが国はアメリカから多くの農作物を輸入

しているが、それらの中でミッパチが花粉媒

介をしているものはアーモンドなどの嗜好品

程度であることから、わが国へは大きな影響

はないと考えられる。

アメリカから多く輸入されているトウモロ

コシ、大豆およびオレンジの農園では、花粉

媒介を目的としたミツバチ導入はされてはい

~ 30 ， 
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ない。しかし、これらの作物も、実際には、

飛来したミツバチにより、かなりの受粉が行

なわれている。そのため、 CCDの大規模な

発生でミツバチが急激に減少した場合は、こ

れらの作物の生産も影響を受けるので、わが

国に全く影響がないとはいいきれない。

わが国では、アメリカからの蜂蜜の輸入量

は大きくないので、蜂蜜についてはCCDに

よる影響は低いと考えられる。

6.日本におけるcc□発生の可
能性

数千群のミツバチを保有するアメリカの養

蜂家と比較して、わが国の養蜂家は規模が小

さく、多くとも数百群のミツバチしか保有し

ていないので、管理が届きやすい。蜂群の移

動距離もアメリカの養蜂家ほど長くない。そ

のため、もしCCDの原因がストレスであれ

ば、わが国でCCDが起こる可能性は小さい

と考えられる。わが国では、現在までに、セ

イヨウミツバチが大最に失踪した報告はない。

しかし、 CCDは原因が解明されておらず、

伝染病によることも否定できない。CCDが

発生すれば、致命的なダメージを受けること

は避けられないので、わが国でも本腰を入れ

てCCDの防御対策の研究を進める必要があ

る。

宮崎県椎葉村で、 2007年の初頭にニホンミ

ツバチの大量の失踪があったことが報道され

た。アメリカのセイヨウミツバチ失踪の報道

と時期が重なったので、 一部で、わが国でも

CCDが発生したと報道された。

ニホンミツバチはセイヨウミツバチと完全

に別種であり、セイヨウミツバチより逃亡性

が高いことが知られている。そのため、椎葉

村の事例はCCDと同一現象ではないと考え

られる。椎葉村の養蜂家はニホンミツバチを

大規模に飼っていたが、わが国には、このよ

うな養蜂家はまれである。したがって、ニホ

ンミッパチの失踪は農業への影評が少ないと

考えられる。

しかし、このニホンミツバチの失踪と

CCDには、ミツバチの逃亡という共通点が

あるので、ニホンミッパチの失踪を精査する

ことにより、 CCDの原因解明のヒントが得

られる可能性がある。

7.インターネットで得られる最
新の情報

今回は参考文献を省略するが、以下にアメ

リカ研究機関のインターネットのサイトを掲

載したので、参考にしていただきたい。

・アメリカ東部養蜂研究普及コンソーシアム：

http : / /maarec.cas.psu.edu/ColonyCollapse 

Disorder.html 

・アメリカ農務省農業研究所ミツバチラボ：

http : //ars.usda.gov/Services/docs.htm? 

docid = 15908 



岩手県

民間企業と連携した
「三陸地鶏」の生産

32 

佐藤直人（さとう なおと）
岩手県農業研究センター畜産研究所

グラビアB頁

l.はじめに

岩手県の畜産産出額は農業産出額約2,500

億円の半分以上を占めており、畜産が本県農

業の基幹産業になっています。畜産産出額の

中でも養鶏は、平成18年度にはブロイラーが

423億円で全国 3位、鶏卵が1261意円で同12位

を占めています。

岩手県農業研究センター畜産研究所（以

下：畜産研究所）は、本県の広大な土地と豊

かな資源を積極的に活用して畜産を振興する

のため、革新的な技術開発と地域課題の解決

に向けた研究を推進しています。そして、本

県の農政で重点課題としている「産地づくり」

と「担い手の育成」に寄与しています。

近年、地域の独自色を付加した「地鶏肉」

への志向が高まり、また平成11年6月に特定

JAS規格が制定されたことから、畜産研究所

は県内の養鶏企業「（株アマタケ」と連携して、

岩手ブランドの新たな「地鶏肉」生産に取り

組みました。

2.新たな地鶏肉の開発

本県は、すでに特産鶏として「南部かしわ」

を開発しています。しかし、本鶏は飼育日数

が雌で約1208もかかり、生産コストに問題

がありました。さらに、本鶏のヒナは畜産研

究所のみが供給しているので、大量に供給す

ることが難しいという面もありました。

そこで、新たな「地鶏Jを開発することに

なり、畜産研究所と（株アマタケが協議して、

次に掲げた特徴を有する「地鶏」を作出する

ことになりました。

l) グレードが高い「地鶏」を目指す。た

だし、値ごろ感があること

2)雄は808、雌は90~95日で約2.8kgに達

する増体能力を持つこと

畜産技術 2008年3月号



3)岩手の独自性を出せるもの

4)最低でも月 1万 5千羽出荷できる体制

を目指す

5)特定JASの認定を受けること

「地鶏肉」に係る特定JAS規格の①在来

種由来の血液割合50％以上、②ふ化から80日

以上飼育した後の出荷、③28日齢以降の平飼

いなどの基準をクリアすることを目標とする。

3.「三陸地鶏」の誕生

新たに作出する「地鶏」を、特定JAS規格

の「在来種由来の血液割合が50％以上」に適

合させるため、畜産研究所は在来鶏血液割合

100％の「止め雄」を開発することにしまし

た。「止め雄」とはコマーシャル鶏を作出す

るための最終の交雑における父方の交配用雄

鶏で、肉質や発育に関する優れた形質を有す

ることが求められます。

そこで、畜産研究所が改良を重ねてきた岩

手大型ロード（ロードアイランドレッド）の

雌と軍鶏（家畜改良センター兵庫牧場由来系

統）の雄を交配して、「止め雄」を作出しま

した。岩手大型ロードは増体に優れ、また軍

鶏は肉質に優れているので、両方の優れた形

質を有する「止め雄」が作出できました。

新たな地鶏は、岩手大型ロード X軍鶏で作

出した「止め雄」と（掬アマタケが所有するブ

ロイラー用母鶏（ホワイトプリマスロック）

との交配により作出されました。この生産方

式により、特定JAS規格を満たす「地鶏肉」

を生産することができたので、新たな地鶏肉

は「三陸地鶏」と命名されました。

4.東北初の特定JAS認定「地

鶏肉」

「三陸地鶏」は、平成19年11月27日に「特

定JAS規格」の「地鶏肉」として、東北初の

認定を受けました。特定JAS認定の「地鶏肉」

は、「三陸地鶏」が加わり、全国で23銘柄に

なりました。最近、偽装表示などの食の信頼

が問われていますが、「三陸地鶏」は、「特定

JAS規格」により、正真正銘の「地鶏肉」と

してのお墨付きを得たことになります。

「三陸地鶏」の当面の出荷目標として、年

間11万羽を目指しており、現在、 （株アマタケ

から主に首都圏を中心に販売されています。

「三陸地鶏」は一般の鶏肉よりも歯ごたえ

があり、しかもキメが細かく柔らかい上品な

味なので、消費者から好評を得ています。

今後、県内のレストランなどでも、「三陸

地鶏」の料理を提供することが検討されてい

ます。「三陸地鶏」が本県の新たな地鶏肉ブ

ランドとして、全国の消費者の方にも提供で

きるようになることを期待しています。
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新登場飼料原料 DOGSートウモロコシの蒸留粕
ーバイオエタノール製造工程での併産物一

日本畜産技術士会 飼料プロジェクトチーム

平野進、堀田三郎、金子武生著

発行： （社）畜産技術協会

A4版 114ページ

2007年12月非売品

トウモロコシをはじめとした

飼料穀類の価格が高騰している。

これは飼料穀類の供給量が減少

したためではなく、原池麻の影

響で世界的に需要が裔まってい

る代替燃料のバイオエタノール

生産に、 トウモロコシが大量に

仕向けられたためである。今後

ともトウモロコシの主要生産国

であるアメリカで、 トウモロコ

シからのバイオエタノール生産

量が急増加することが予想され、

トウモロコシ価格のさらなる高

騰が予想される。

わが国では、平成20年度には

乳価を約 3％引き上げられるこ

とが、昨年末の12月10日に決ま

ったが、原料（飼料）高を補え

ずに廃業の危機に直面している

酪農家も多く、影響は深刻であ

る。

アルコール醸造は穀物の主要

成分のうちのデンプンを糖化し

て製造するため、その醸造粕で

あるDDGS(Distiller's Dried 

Grains with solublesの略称）に

は、タンパク質や脂肪など多く

の栄養成分が多量に残っている。

このため古くからアルコール醸

造粕は配合飼料原料として使用

されている。1972年に発刊され

た森本宏著「飼料学」にも、

34 

DDGSの詳しい飼料特性が記載

されており、 1980年版日本標準

飼料成分表にも家畜ごとにその

飼料成分と可消化養分が記載さ

れている。これらのDDGSは主

にウイスキー製造粕であり、量

的にもそれほど多くなかった。

しかし、アルコール（ウイスキ

ー）の製造工程によってその飼

料価値や家畜の給与限界が大き

く異なるので、使用上注意すべ

きであるという点は早くから指

摘されていた。

本書で取り上げているDDGS

は、バイオエタノールプラント

からの併産物 （本書ではこのよ

うに表現しているが、単純にい

えば「アルコール醸造粕」）で

あり、今後生産量が増え、価格

が低下し、輸入して配合飼料の

原料とする動きが広がってきて

いる。米国からの輸入実績は平

成17年には年間5,335トンだった

が、 18年には前年の約 8倍の 4

万3,589トン、 19年には11月まで

で前年 1年間の約2.3倍にあたる

9万8,498トンまで拡大し、年間

で10万トンを突破する勢いであ

る。

これまでのDDGSに関する研

究は主にウイスキー醸造粕を対

象としたものであり、いま話題

となっている燃料用アルコール

とは醸造工程が異なる。そこで、

当然、現在のDDGSについては、

新たな科学的な飼料価値の評価

が必要であろう 。その意味では、

本書のタイトルの通り「新登場

飼料原料」である 。このため、

本年 1月21日に開催された農林

水産省の飼料問題懇談会でも、

DDGSの利用拡大についての現

状と主な課題及び解決方法など

が議論されている。

このような背景のもとに、本

書では、 DDGS登場の背景から

説き起こし、その成分、栄養価、

物性 （ハンドリング）、養鶏、

養豚、酪農用飼料としてみた場

合の飼料特性、畜種別に見た飼

料特性について、多くの実験デ

ータをもとに解説している 。

DDGSを飼料原料として有効に

利用するためには、栄養効率向

上などの飼料的利用技術のさら

なる開発は急務である。一方現

実的なDDGSの輸入増加と、多

様化する利用場面に対応する必

要がある。このような場合の知

識が整理されており、今後の飼

料情勢について考える場合に座

右に置くと参考になる書物であ

る。

（畜産技術協会伊藤稔）
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JAS規格（日本震林規格）
吉臭 努（よしざわっとむ）

畜産草地研究所

最近、食品偽装問題が注目されていますが、

ここでは、牒林物資の適切な表示により公共

の福祉の増進に寄与することを目的として国

が制定した「JAS規格（日本農林規格）」に

ついて簡単に解説します。

JAS規格制度は、 JAS規格を満たしている

ことを確認した製品にJASマークを付けるこ

とができる制度です。製品にJASマークを付

けることができるのは、登録認定機関（農林

水産大臣の登録を受けた機関）から、製造施

設、品質管理、製品検査、生産工程管理など

の体制が十分であると認定された事業者（認

定事業者）です。

JAS規格制度で表示できるマークには、①

JASマーク、②特定JASマーク、③有機JAS

マーク、 ④生産情報公表JASマークの 4種類

あります（図）。ここでは、特に畜産物に関

係が深い有機JAS規格と生産情報公表JAS規

格について説明します。

l.有機JAS規格

有機JAS規格を満たす農産物などに付され

ます。有機JASマークが付されていない農産

物と農産物加工品には「有機00」などと表
示することはできません。有機畜産物のJAS

規格については、平成17年10月に制定されま

したが、生産方法の基準として、①飼料は主

に有機の飼料を与える（有機飼料は別途JAS

規格がある）、②野外への放牧などストレス

を与えない方法で飼育する、③抗生物質等を

病気の予防目的で使用しない、④遺伝子組換

え技術を使用しないとなっています。

参考までに平成19年9月現在のJAS法に基

づく有機認定事業者数は、生産工程管理者

（有機農産物、有機畜産物、有機飼料及び有

機加工食品）は全国で2,334（うち有機農産

物は1,509)、そのうち北海道が最も多く 189

(157)、次いで鹿児島県が154(112)、熊本県

が150(125)です。また、平成18年度におけ

る国産農産物に占める有機農産物の割合は、

野菜が0.19%、果樹が0.05%、米が0.13％です。

2.生産情報公表JAS規格

消費者の「食」に対する関心が高まってい

るなか、食品の生産情報（誰が、どこで、ど

のように生産したか）を消費者に提供する新

しいタイプのJAS規格です。

生産情報公表JAS規格を満たす生産者、生

産地、給餌や動物用医薬品の投与などの情報

が公表されている牛肉や豚肉、原材料や製造

工程などの情報が公表されている加工食品な

どに付されます。

生産情報公表JAS規格は、牛肉が平成15年

10月、豚肉が平成16年 6月に先行して制定さ

れ、農産物は平成17年6月、加工食品（豆腐、

こんにゃく）は平成19年3月に制定されまし

た。特に、牛では、 トレーサビリティ制度と

密接に関係し、消費者への安全、安心に関す

る情報提供に寄与しています。

畜産物に関するJAS規格の実施からは、ま

だ日が浅いですが、消費者の安全、安心の指

標として定着することが期待されます。

€そ疋岬）1 
． 
、応ぅ
認定機関名

JASマーク 特定JASマーク

⑭ G 
認定機関名 認定機関名

有襖JASマーク 生産情報公表JASマーク

図各種の JASマーク
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今回は、国際協力機構 (JICA)

の技術協力のうち、青年ボラン

ティアとシニアボランティアの

派遣状況を紹介する。

l.青年ポランティアの派遣

青年ボランティアは日本国籍

の満20歳～39歳の若者を海外技

術協力に派遣する事業で、開発

途上国に派遣する青年海外協力

隊 (JOCV) と日本人が移住し

た中南米の約 8カ国の日系人社

会に派逍する日系社会青年ボラ

ンティアに 2分される。事業開

始からの累梢派遣数は平成19年

1月末で、 JOCVが82カ国で

26,989人 （女性41.0%）、日系社

会青年ボランティアが 9カ国で

909人 （同63.6%）の実績となっ

ている （表 1)。

年次別のJOCVの派遣人数は

昭和51年が227人であったが、平

表 1 青年ボランティアの派遣実績

区分 青年海外協力隊

派遣した国 82 

派遣中の国 77 

派遣中の人数 2,267 (1,378) 
累積人数 26,989 (11,069) 

2007年1月31日現在、（） 女性数 出所：JICA

g

畑
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人
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人
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国際協力機構の技術協力への
ポランティア派遣

成 5年には1,058人、 17年には

1,438人と増加してきている（図

1）。一方、日系社会行年ボラン

ティアの派遣人数は、昭和60年

の29人から平成13年には63人に

増加している （圏2)。

2.シニアボランティアの派遣

シニアボランティアは日本国

籍の満40~69歳の人を派遣する

事業で、青年ボランティアと同

様に、開発途上国派遣のシニア

海外ボランティアと中南米派遣

の日系社会シニアボランティア

に2分される。事業開始からの

累積派遣数は、平成19年 1月末で、

シニア海外ボランティアが56ヵ

国2,749人 （女性14.4%）、日系社

会シニアボランティアが10カ国

319人 （同42.3%）である （表2)。

年次別の動きをみると、シニ

ア海外ボランティアの派遣人数

（単位：力国、人）

日系社会青年
ボランティア， 
6 

50 (43) 

909 (578) 

合計

91 

83 

2,317 (1,421) 

27,898 (11,647) 

は平成 3年が11人であったが、

14年に464人となり、 17年でも

405人と 3年の36.8倍の増加を示

している（図 3)。日系社会シニ

アボランティアも、平成 2年が

7人であったが、 14年は26人と

最大になっている （図4)。

ボランティアの増加はJICAの

予算削減で減少した派遣専門家

の補充を補う形で現れたと推察

される。

長期専門家の派遣機会が減少

してきているので、技術協力専

門家を希望する方々は専門家の

仕事がない時期は一時期でもシ

ニア海外ボランティア、または

日系社会シニアボランティアで

海外経験を継続し、能カア ップ

を図りながら、待機するのが得

策のように思われる。

（畜産技術協会西村博）

表 2 シニアボランティアの派遣実績 （単位：力国、人）

区分
シニア海外 日系社会シニア

合計
ボランティア ボランティア

派遣した国 56 10 66 
派遣中の国 53 6 59 
派遣中の人数 651 (93) 36 (24) 687 (117) 

累積人数 2,749 (397) 319 (135) 3,068 (532) 

2007年1月31日現在、（ ）女性数 出所：JICA

゜S59 93 55 97 99 99 93 H2 4 9 9 10 92 94 99 S90 92 H 1 3 9 7 9 11 13 95 97 H2 4 9 9 90 92 94 99 

年次 年次 隼次

闊滋覇MI

図1 青年海外協力隊の
派遣状況

図2 日系社会青年ボラン 図3 シニア海外ボラン
ティアの派遣状況 ティアの派遣状況

攣次

図4 日系社会シニアボラ
ンティアの派遣状況
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1. 平成18年度の 1頭当たりの

資本利子・地代全額算入生産費は、

子牛が47万3,066円で前年に比べ

て1.5％増加、去勢若齢肥育牛が89

万1,908円で7.3％増加、乳用おす

肥育牛が37万2,722円で10.3％増加、

交雑種肥育牛が59万6,475円で

6.7％増加した。

2. 1頭当たり粗収益は、子牛

が52万321円で前年に比べて3.5%

増加、去勢若齢肥育牛が94万9,523

円で1.8％増加、乳用おす肥育牛が

38万7,597円で2.8％増加、交雑種肥

育牛が61万3,076円で3.0％減少した。

3.子牛 1頭当たり全算入生産

費が増加したのは、飼養規模の拡

大等により労働費が減少したもの

の、配合飼料価格の上昇により飼

閲屈翫HI

平成18年麿
肉用牛生産費

料費が増加したことや、原油価格 建物などの減価償却費が減少した

の高騰により光熱水料及び動力費 ものの、もと牛導入時期における

が増加したことなどによる。 もと畜費が大幅に増加したことな

繁殖めす牛 1頭当たり粗収益は、 どによる。 1頭当たり粗収益は、

和子牛市場価格が堅調に推移した 肉用牛（乳用種）市場価格が堅調

ことから前年に比べて増加した。 に推移したことから前年に比べて

4.去勢若齢肥育牛 1頭当たり 増加した。

全算入生産費が増加したのは、飼 6.交雑種肥育牛 1頭当たり全

養規模の拡大などにより労働費が 算入生産費が増加したのは、畜舎

減少したものの、もと牛導入時期 などの建物償却費が減少したこと

におけるもと畜費が増加したこと や、肥育期間の短縮に伴い敷料費

などによる。1頭当たり粗収益は、 が減少したものの、もと牛祁入時

去勢肥育和牛市場価格が堅調に推 期におけるもと畜野が増加したこ

移したことから前年に比べて増加 となどによる。1頭当たり粗収益

した。 は、肉用牛（交雑種）市場価格が軟

5.乳用おす肥育牛 1頭当たり 調に推移したことから前年に比べ

全算人生産費が増加したのは、飼 て減少した。

養規模の拡大により労働費および

表 1 平成18年度子牛の生産費および収益性 表2 平成18年度去勢若齢肥育

生

産

費

区分

子牛1頭当たり
物財費
うち飼料費

労働費

費用合計
生産費（副産物価額差引）
支払利子 ・地代算入生産費
資本利子 ・地代全額算入生産費

繁殖めす牛1頭当たり粗収益

実数（円） 対前年増減率（％）

259,302 

128,829 

183,741 

443,043 

403,914 

410,643 

473,066 

520,321 

3.0 

4.5 

△ 2.3 

0.7 

1.0 

1.0 

1.5 

3.5 

※飼料費には、配合飼料価格安定制度の補てん金は含まない

表3 平成18年度乳用おす肥育牛の生産費および収益性

区分 実数（円） 対前年増減率（％）
物財費 338,800 111 

うちもと畜費 108,012 32 8 

生 うち飼料費 196,135 36 

労慟費 27,418 △ 27 

産 費用合計 366,218 10.0 

費 生産費（副産物価額差引） 360,447 10 3 

支払利子・地代算入生産費 363,630 10.1 

資本利子 ・地代全額算入生産費 372,722 10 3 

粗 収 益 387,597 2.8 

※飼料費には、配合飼料価格安定制度の補てん金は含まない

区分 実数（円） 対前年増減率(%)
物財費 803,969 7.9 

うちもと畜費 507,593 96 

生 うち飼料費 232,738 52 

労慟費 75,109 △ 1 7 

産 費用合計 879,078 70 

費 生産費（副産物価額差引） 863,746 73 

支払利子 ・地代算入生産費 876,021 72 

資本利子・地代全額算入生産費 891,908 73 

粗 収 益 9學 23 1 8 

※飼料費には、配合飼料価格安定制度の補てん金は含まない

表4 平成18年度交雑種肥育牛の生産費および収益性

区分 実数（円） 対前年増減率（％）
子牛1頭当たり
物財費 542,871 76 

生 うちもと畜費 257,565 85 

産 うち飼料費 240,535 80 

労慟費 43,264 △ 1 8 

費 費用合計 586,135 68 

生産費（副産物価額差引） 577,254 70 

支払利子・地代算入生産費 583,621 68 

資本利子・地代全額算入生産費 596,475 67 

粗 収 益 61埜76 △ 30 

※飼料費には、配合飼料価格安定制度の補てん金は含まない
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茨城県畜産技術協会

0稲発酵飼料生産振興のための現地研修会

茨城県における飼料用イネの栽培は昭和62

年に開始されました。平成 5年の凶作で食用

米が不足したときには一時中止されましたが、

12年に再開され、その後、作付面積は年々増加

しています。平成19年度の飼料用イネ作付け

面積は252haで、関東地方では最も作付け面積

が多い県となっています。本県では、酪農・肉

用牛生産近代化計画において、平成27年度の

飼料用イネ作付面積400haを目標に、関係者が

ー丸となって取り組んでいます。

生産現場では、飼料用イネは水田で栽培さ

れ、また収穫調製作業が耕種農家やコントラ

クターにより行なわれるので、専用の収穫調

製機を導入した効率的な稲発酵粗飼料の収穫

調製、および品質の向上が課題になっていま

す。しかし、市販の専用収穫調製機は非常に

高額なために、購人に踏み切れない地域もあ

ります。

そこで、飼料作物の生産拡大を目的として、

最新の汎用型専用収穫機による飼料用イネの

収穫・調製の実演と現地研修会を平成19年10

月31日に大洗町で、関東飼料増産行動会議

（事務局 ：関東農政局）との共催で開催しま

した。参加者は122名で、うち80名が県内か

らの参加であり、飼料用イネ生産への高い関

心が示されました。

実演会で使用した汎用型専用収穫機は生物

系特定産業技術研究支援センターが開発した

ものです。本機の刈り取り部分のアタッチメ

ントには、飼料用イネ用、予乾牧草用および

トウモロコシなどの長大作物用の 3種類があ

ります。これらの付け替えによって、 1台で

38 
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各種の飼料作物の収穫ができるので、年間を

通して効率的に利用できます。また、収穫時

には原材料が細断されるので、ロールベール

内の気密が高まり、発酵品質が向上します。

本機械の開発はおおむね完了し、年間50ha

の耐久性試験の終了後、平成21年度には市販

される予定になっています。

研修会では、「茨城県における自給飼料生

産の取り組み」および「大洗町での飼料用イ

ネ生産と耕畜連携の取り組み」の事例が発表

されました。大洗町の事例では、飼料用イネ

作付面積が50haを超えるまでの経緯が紹介

されました。そして、飼料用イネ栽培やサイ

レージ調製の技術面だけでなく、畜産農家と

耕種農家の連携体制づくりを関係機関が一丸

となって推進することの重要性を再認識しま

した。参加者からは活発な質問や意見があり、

充実した研修会でした。

（畜産課加藤康明）

写真 1 現地での収穫実演会

写真2 研修会における事例発表会
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財団法人畜産近代化リース協会

当協会は、昭和50年 6月、畜産経営の近代

化と体質強化を図るため、従来の国・団体等

の補助事業では制度的に対応が困難であった

「再貸与を通じた個人農家利用のための畜産機

械・機具等の貸付事業」を中心に、畜産に関

する技術開発、馬事関連技術の改善向上に関

する調査・研究等への助成、乗馬の普及推進

を目的として事業を開始しました。

その後、食肉処理施設などの貸付事業、地

方競馬用施設貸付事業等を加え、その内容の

充実を図ってきております。また、事業の資

金は、地方競馬全国協会、日本中央競馬会及

び全国競馬・畜産振興会の助成金で賄われて

おります。

一方、当協会のリース事業の特徴として、

実際に貸付けるリース機械施設は、個々の借

受け農家の経営規模や貸付機械の使用方法、

設置場所等を反映させ、効率的・効果的に使

用していただくために、借受け農家が自らの

判断で自由に選択でき、購入価格は借受け農

家と機械施設販売メーカーとの直接交渉によ

り決めることができます。

畜産関係機械施設の貸付実績は年間約60億

円台で推移していましたが、最近は大きく減

少しています。これは、平成18年度から実施

された生乳の需給調整、昨今の配合飼料価格

の高騰と高止まり、原湘価格の上昇など、厳

しい畜産経営の情勢を反映したものと考えて

おります。

このような状況の中で、全国担当者会議や

畜産機械メーカーとの情報交換会などを通じ

て畜産農家の機械導入への考え方や現在の対

応などをお聞きしましたところ、次のことが

. ．.  l -• 
、. ¥.． ¥. I.／ ノ• ノ・ 、 ／． 

肝要であるように思えます。

1.畜産農家では、現在、新規の畜産機械

の導入は控えているものの、既保有機械につ

いて念入りなメンテナンスを行うことにより、

長期間の使用を可能にしている。さらに、既

存機械に新たな付属機械を取り付けることで

能カアップを図っている。

これらの動きは全国的にみられ、これによ

り、機械導入の経費のコストダウンを図り経

営の効率化・合理化を行っています。

これらの動きへの対応として、一部、「搾乳

施設及び生乳冷却貯蔵施設」で、パーツの部

分貸付を実施してきていますが、このような

需要は他の分野の機械においても拡大できる

のではないかと考えています。

2. 肉用牛分野においては、配合飼料費の

高騰の中で自給飼料としての飼料価値の高い

コーンサイレージの給与、耕作放棄地での飼

料作物の栽培を始める動きが活発になってき

ています。こうした分野における機械需要が

出てくるのではないかと考えています。

昨今の畜産経営環境は厳しい状況にありま

すが、畜産農家の意向を的確に捉え、貸付需

要の一層の掘り起こしにより、当協会のリー

ス事業がもつ利点を最大限にご利用いただ＜

体制を整えて行くことが肝要と考えておりま

すので、今後とも、皆様方のご支援 ・ご協力

をお願いします。

（理事大前憲一）
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‘ アニマルウェルフェア

最近日本でも、アニマルウェルフェアの

考え方にかなった家畜の飼養管理をしなけ

ればならないとの動きが盛り上がってきて

いるようだ。具体的な飼養管理指針の検討

も行われつつあると聞く 。

家畜や実験動物に対するアニマルウェル

フェア的取り扱いの基準は国によって異な

り、 EUでは法律でこれまでの飼養管理方

法の変更を迫るほど厳しいものだそうだし、

アメリカでは生産者に対して、根拠を示し

て自主的改善を促すのが主なやり方だとい

う。日本でも動物愛護に関する法律に基づ

いた「産業動物の飼養及び保管に関する基

生き物は憐れむべしの思想が根底になけれ

ば読んでも面白くない物語であろう 。

日本人はかくあったはずなのに、外国に

右習えして指針を作るというのは、近代的

畜産では意識してアニマルウェルフェアに

配慮しなければならないのが現状だと言う

ことだろうか。あるいは今の時代、世間並

みと言うことも大切だということだろうか。

それはさておき、就職して間もない頃の

ことでこんな思い出がある。2回ほど人工

授精をしても受胎しなかった未経産牛にや

むを得ず自然交配することにしたときであ

る。無事一突きが終わって、雌は何かに耐

準」が示されていることをつい最近知った。 えるようにしばらく背を丸めていたが、や

お恥ずかしいことながら、私はまだ読んで がて背を伸ばしたので牽いて帰ることにし

いない。アニマルウェルフェアなるものに た。雄から雌の姿が物陰に隠れて見えなく

関心が低かったわけである。 なった直後であったか、雄が呼びかけるよ

家畜は神が人に与えしものと言うような うに一声ほえた。すると私の後を軽快に歩

考え方には縁遠く、思想の根底に仏教の教 いていた雌がびたりと立ち止まった。振り

えがあった大多数の日本人は、家畜はもと 返ると、雌は目を細め目尻にしわを寄せ陶

より動物には優しかったはずである。南部 然としたとでもいうべき表情をしていた。

曲り屋をみれば、人と家畜がいかに近い存 そして、雄に応えるように一声暗いた後ま

在であったかがわかるし、私の故郷でも牛 たすたすたと歩き始めた。このときの雌の

小屋の造りや、牛に対する接し方を思い起 表情と声は今もって忘れられない。雌のそ
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こせば、牛に対して優しく接していたこと の時の声はその後一回も聞いたことがない

がよくわかる。私の母の親元では、冬場に 柔らかいものであった。このときの後遺症

はワラや豆がらなどを押し切りで切り、こ というべきか、以来、人工授精をするとき

れにわずかばかりの米ぬかを加え、味噌汁 には私には何やら少し胸の痛むものがある。

や味噌を少しとかした熱湯をこれにかけて こういう感情はあまりにも情緒的で、畜

かき混ぜてから与えていた。少しでもおい 産技術者としていかがなものかと自問して

しくという配慮であろう 。これが終わらな いるが、アニマルウェルフェアという言葉

ければ人は食事をとらなかった。ニワトリ を聞くにつけ思い出す情景ではある。年を

も、文字通り庭にいる鳥で、呼べば空を飛 取って気が弱くなったかな。

ばんばかりの勢いで駆け寄ってきたもので

ある。芥川龍之介の小品「蜘蛛の糸」も、

（老兵）
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地方だより

｀ 〇家畜保健衛生所が取り組んだFarmto 

Table体験

愛知県では、消費者の畜産への理解を深め、

畜産物に関する不安や誤解を払拭するように、

農場と食卓を近づける事業「Farmto Table 

体験」を家畜保健衛生所が中心となって、企

画から運営まで行なっています。

1. Farm to Table体験ツアー：畜産物が

農場から食卓に上るまでの過程の体験を 5コ

ースで行ないました。参加者からは「農場で

の衛生的な管理が確かめられ、安心して畜産

物が食べられる」、生産者からは「消費者が

安心できるように衛生管理の一層の徹底を再

認識した」と好評でした。

2.ちくさんサイエンス・カフェ：喫茶を

楽しみながら専門家から畜産に関する話を聞

く会で、 5回開催しました。参加者の年齢層

◇ ◇ ◇ 

}亙直〕

0大阪府鶏卵品評会が開催される

大阪府内の養鶏農家は、赤歪を中心に「新

鮮•安全 ・ 高品質なテーブルエッグ」を直販

し、消費者から好評を得ています。平成19年

11月15~16日には、大阪府総合畜産農業協同

組合連合会の主催で、養鶏農家の生産技術向

上を目的にした「大阪府鶏卵品評会」が開催

されました。

当日、 13人の審壺委員が鶏卵の形状、色沢、

大きさ、卵殻強度などの外観審査、風味、卵

黄や卵白の状態などの内容審査、およびハウ

は広く、気軽に畜産の話題に触れられるので、

人気がありました。

3. Farm to Tableシンポジウム：生産者

と消費者がお互いの意見を直接聞くシンポジ

ウムで、消費者からは、安心な畜産物の生産

への理解が深まったと好評でした。

（西三河家畜保健衛生所杉江典映）

写真 搾乳を体験する子供

ユニットと卵黄係数の計測を行ないました。

出品された鶏卵は、ハウユニットが高く、新

鮮で、卵黄色が自然であり、肉斑や血斑がな

いものばかりでした。出品された34点のうち、

上位 6位までが赤玉で、八尾市の田中信行さ

んが最優秀賞の大阪府知事賞を受賞しました。

この品評会には、消費者に好まれる「大阪

産の地玉子」生産に向けての養鶏農家の努力

の結晶が出品されており、今後、さらなる鶏

卵生産技術の向上が期待されます。

（（社）大阪府畜産会嘉儀隆）
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平成20年度予算概算決定の
重点事項（生産局：畜産関係）

昨年末閣議決定された平成20年度予算案の

うち、農林水産予算については、①強い農業

づくりと地域を元気づける農山漁村の活性化、

②食と農に関する国家戦略的取組、③地球的

視野に立った資源 ・環境対策の推進、④未来

に向けた「美しい森林づくり」の推進と国産

材の復活、⑤カ強い水産業と豊かで活力ある

漁村の確立を主要事項とした新たな政策展開

が図られるよう編成されている。

農林水産省生産局畜産部

ことで、外国産農畜産物との競合にも負けない、

国内生産の中核を担う国内生産体制を構築。

このうち、平成20年度生産局予算概算決定

については、力強い農業の確立を目指し、図

のような体系の下で重点事項が整理されてい

るところであり、以下に、生産局予算概算決

定の重点事項のうち畜産部に関係するものを

紹介する。〔（ ）内は平成19年度〕

l.競争力のある産地の育成

生産現場の主体性と工夫を促しつつ、新技術

の導入等を通じた生産コストの縮減等を図る

麟蛉0虜．．岬冑慮

・国産飼料生産拡大等対策

l)粗飼料増産未利用資源活用促進対策事

業 424 (0)百万円

飼料作物の作付けを緊急的に促進する観

点から、地域の関係者が連携し、有効利用

されずに鋤き込まれている緑肥作物（ソル

ゴー、えん麦等）の飼料への転換、耕作放

棄地の草地としての有効活用を普及・促進

する取組を支援。

2)国産粗飼料増産対策事業

1,822 (1,722)百万円

耕種農家と畜産農家の連携により、稲わ

らや稲発酵粗飼料の利用拡大に加え、新た

に、地域における飼料生産の中核的な担い

手であるコントラクター等が、水田の裏作

として飼料作物を作付けする取組を支援。

3)エコフィード緊急増産対策事業

11111111n胃．璽へ〇転鶴

（ 産地の劃意や新技術を活用した国内
生産体制の確立 ］ ［ 生塵から加工まで（川上から川下まで）の一貫した生産工程管理を確立 ＿ ＿＿］ ［ 知的財産の遍切な保護による我が国の農集の競争力を強化 ） 
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n同内牛秤の枯トな，，奔＊づくりの神ik
市町村の鐵量で補助寧が可変
目檬の運成度に応じて国の襦助寧が変動

直地生産拡大ブロジェクト支援事● 13億円）

ほ地づくリ対● 1.90t●円](●●●9"モデルタウン●● sa皇円l
（櫨い●●づくり交付● 249●Rl 
"n工●●●用錆応●●驀作●●●●遍•X●● a5●円］
9●●●●安......討肇"'●円9
直濱●●支擾●●●●●贄●幻．R（●璽•}9

疇圏＇〇牛寿コスト縮溝対管
•新技術や未活用労働カ・貴本の活用促進

ほ嚢性隕界打馘事集 7.0億円J

冒且疇•n閂洋飼料の牛序ヤ利用の11i大
・緑肥作物の銅料への転襖や水田裏作・粧作
放棄地での自給鯛料生塵の拡大
・エコフィードの増産と利用拡大
＇配合鍔料価格安定鯛度の的 11な実籠
（覇飼料増意未●1用貴重忠用促這対筐事業 4211円］
（国産粗銅輝増置対繁事稟 18億円］
（エコフィード緊急増壼対貴事● 7~9億円l
国合飼料価格安定対賣事戴 6911円］
匹芯硲（配合鯛料メーカ-fl●社と●ゎ汰て1勾儡印

オーガニックモデルタウンの育成
宥纏農業技術支援センターの整鑽
マーケティング活動

〇鳥獣書防止総合対策

値体敷讀聾、生息環墳讐理、霰害
の防緯の鑢合的な取組
・侵入防止柵や処理加工施設を整鑽

言 疇
農産物本来の「持ち味」の葛発見

温曖化に適応した品種や嘗農
技術の導入・実証
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792 (O)百万円

短期間に配合飼料原料としてのエコフィ

ードの生産量と利用塁を拡大するとともに、

畜産農家にその有効性を広めるため、地域

の食品残さ飼料化業者と配合飼料メーカー

の両者が連携してエコフィードの生産量を

増加させる取組及び原料の品質確保に必要

な集前体制を構築する取組に対し支援。

4)配合飼料価格安定制度の計画的な資金

の積立等 6,000 (O)百万円

配合飼料価格の急激な上昇が、国産飼料

を活用する畜産農家の経営に及ほす影響を

緩和するため、国と民間の協力の下に計画

的に「異常補てん基金」を積み立てるとと

もに、新たに「通常補てん基金」に財源不

足が生じた際に必要な基金財源の借入に対

する利子助成を実施。

2.生産工程管理の推進

生産から食卓までの食品安全を確保するた

め、全国の農業生産現場においてGAP手法

の積極的な導入 ・推進を図るとともに、川上

（生産）から川下（加工）まで一貫した生産

工程管理体制を構築。

l)先進的総合生産工程管理体制構築事業

808 (0)百万円

生産から加工まで一貰した工程管理体制

の確立、工程管理の効果的な実施に対応で

きる先進的な施設の整備に対する支援を行

い、モデル的な取組の構築を通じて、工程

管理手法の普及を推進。

2)粗飼料増産未利用資源活用促進対策事

業（再掲） 424 (O)百万円

乳業再編整備等対策事業

4,120 (4,120)百万円（所要額）

国産粗飼料の生産や牛乳・乳製品の製造

など畜産分野における工程管理手法

(GAP手法等）の導入を促進。

3.（参考）

・肉用子牛等対策

牛肉をめぐる情勢の変化に対応するため、

肉用子牛生産安定等特別措置法に基づき、牛

肉等関税収入を財源とした肉用子牛等対策を

実施。

肉用子牛等対策費

80,000 (87,000)百万円

•国産畜産物の競争力強化に向けた生産面で

の取組強化

強い農業づくり交付金

24,914 (34,067)百万円の内数

畜産生産基盤育成強化のための条件整備の

推進、飼料増産に向けた取組の推進、食肉等

流通体制強化のための施設整備の推進等に対

し、地方の自主性・裁鼠性を高めた交付金に

よる支援を実施。

未来志向型技術革新対策事業

4,793 (5,882)百万円の内数

肉用牛の増頭 ・低コスト化等の生産基盤強

化を図る地域畜産新生システムの構築や食肉

等の処理・流通段階における最先端技術の導

入等へ支援を行い、産地における技術革新に

向けた取組の促進と波及を図る。

・草地畜産基盤整備事業（畜産公共）

14,390 (13,418)百万円

飼料基盤に立脚した循環型畜産への転換を

図るため、自給飼料基盤用地の確保及び整備

への支援を実施。

・酪農飼料基盤拡大推進事業

5,446 (5,446)百万円（所要額）

環境と調和した酪農経営を確立するため、

環境保全、飼料自給率の向上に資する取組を

実践している生産者に対し、飼料作物作付面

積に応じた支援を実施。

43 



平成20年度予算概算決定の重点
事項（消費•安全局：家畜衛生関係）

農林水産省消費・安全局 動物衛生課畜水産安全管理課

l.動物衛生課関連予算

平成20年度予算概算決定額は、都道府県向

けの消費•安全対策整備交付金、推進交付金

を除き、 6,857百万円 （前年6,732百万円）と

なった。 20年度概算決定額は19年度と比べて

増額され、家畜衛生関係の取組を一層推進す

るにあたり、実効性のある予算が確保できた

ものと考えている。

1) 民間団体等向けの委託費・補助金等の

関係については、

(1) 20年度からは、各都道府県から要望の

多い患畜等の円滑な処理体制を整備するため、

国として組立て型の移動式焼却炉の開発と配

備を行う家畜円滑処理体制強化整備事業が新

たに認められた (76百万円）。

(2)高病原性鳥インフルエンザのゲル沈抗

原等診断用資材の備蓄や家畜保健衛生所での

病性鑑定等に必要な菌株のライブラリーの整

備等を行う家畜伝染病早期診断体制整備事業

が新たに認められた (98百万円）。

(3) HA CC P方式を活用した衛生管理が

行われている農場について認証等を行う農場

生産衛生管理技術等向上対策事業費について

は、 HACCP認証取得を促進するため、農

場での衛生管理の指導を行う農場指導員の養

成に対する支援について拡充が認められた

(39百万円）。

動物衛生課
| 

家畜防疫体制の強化ー食の安全及び消費者の信頼確保

| 

I | | I 
1 国における危機管理体制の n全国統一的な生産段離における m推地域進における家畜衛生対策の I W 法に基づく家畜防疫の着実なI
整傭・充実 疾綱の清浄化・衛生管理水準の 実施

向上
356,884(194,476)干円 2,910, 484(2, 947,415)千円 2. 345, 184 (2. 512. 683)千円 3, 590. 001 (3. 590, 001)千円

く事務費＞ ＜補助金＞ く交付金＞ く家畜伝染病予防費＞
’，,―貪．-の働-賓膏-倉-生-晨賃-び●-爛寛-費-寅書-董-の化-●事-●覆-●-費-●の-鯖う-●ち-其-遍--費-----→ 〇死亡牛緊急検査処理円滑化 食の安全・消費者の信頼確保 〇家畜伝染病予防費負担金（縫続）

！◎稟童日潰是璽佐劃強化整鍾！
椎進事婁費（継続） 対策整懺交付金 2, 525, 883 (2, 525, 883)千円
1,652, 395(1, 704,927)千円 〇家畜衛生の推進（継続）

： 事婁事糟胃（新規） ： 
109,408(128, 715)千円 ［交付先鬱道府県 〕

’＇ ＇ ----------------3-5-, -6-1-0-(-0-)-千--円--’ ： 襦助事 10/10•1 /2
：◎奮董五匿菖盪讀吾i伝良逍酋達―]

〔交付先響道＂ ］ 
0その他事務費（継続）

＇ ：蔓婁豊（拡充） 交付事定纏
: -----1,219,383 (1,219,383)千円： 〇患畜処理手当専交付金（縫続）123, 246(131, 278)千円 食の安全・消費者の償頼確保 1,064, 118(1,064, 118)千円

i：＠晨対湯繁至事胃婁青臀至賢珊技資濤―向―上―1 対策推進交付金

, （拡充） ： 〇家畜衝生の椎進（継続） 〔交付先●人 ） 
＜委託費＞

＇ : '-----------38, 706 (23, 105)千円＇： 1, 216, 93[°, 283, 861) 千〗
111111J寧 10/10•1/2

交付先響道府農
：◎鷺-蘊且邊塵盟昏創蓋化̀ “'-7 交付寧定饂

： 事婁警託胃（新規） ※畜水塵安全讐曝靡分を會む り （皐位千円）

: ---------------40, 000(0)-千--円-＇ 区 分 , 9年度 20年度概算決定 差引増▲減

，―◎霞董伝差懇里罰筐厨佐割整ー： 委託費 63, 198 198,028 134,830 

！ 鑽事婁委託費（新規） ： 補助金纂 7. 949,992 7,826,828 ▲123, 164 
’L---------------9]ム剪9_Olーモ円’ 事務費 131,278 158,856 27,578 

0人畜共通感染症簿危機管理
|・・農食・・・・本安・・・・l！ -i.家動空物畜膏爾.：竺生生鄭対．仔金賣竺費充冥．氾彊9化.事...…務…費••••• 

． 15,927 15,553 ▲374 ...噸,.........................

体制整•Ill査攀委託費 （ 交付先民間団体専 ］ -・・・・・・・・・・・・1・・1-. 7・・0・・9 ・・・ ．．． ．．． 11. 317 ▲392 ............................ 
（継続） 檜IIIJ寧定鶴・1/2 103,642 131,986 28,344 
60, 038(63, 198)千門 計 8,144,468 8,183,712 39,244 
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(4)農家向けに死亡牛のBSE検査経費等

を支援する死亡牛緊急検査処理円滑化推進事

業費については、見込み頭数の修正等により

若干の減額となったが、必要な予算は措置さ

れている (1,652百万円）。

(5) ヨーネ病、オーエスキー病、アカバネ

病等の地域における自主的な清浄化、予防対

策を支援するための家畜生産農場清浄化支援

対策事業費については、今後 5年間を目途に

オーエスキー病の清浄化を推進するため、定

期的なモニタリングや感染豚の積極的なとう

・ 汰等の集中的な支援策を強化することとし、

前年と同額の1,219百万円が認められた。

2)家畜伝染病予防法に基づき都道府県の防

疫費用等を負担する家畜伝染病予防費につい

ては、高病原性鳥インフルエンザのまん延が

世界的に続いていることなどを踏まえ、 20年

度予算においても同額が措置された (3,590

百万円）。

3)拠出金の関係では、新たに、 OIE （国

際獣疫事務局）を通じてアジアにおける鳥イ

ンフルエンザ防疫体制強化に向けた支援を行

う「アジアにおける鳥インフルエンザ防疫体

制強化プログラム」 (19年度補正予尊を含め

574百万円、ただし、拠出金のみ）が認めら

れた。

4) 動物検疫所については、概算決定額

4,622百万円となり、検疫強化、施設整備に

要する経費のほか、 19年度補正予尊において

新たに動物検疫所にアジア各国で収集した鳥

インフルエンザウイルス検体を分析する中核

診断施設を整備する経費が認められた。

2.畜水産安全管理課関連予算

畜水産安全管理課の概算決定額は都道府県

向けの消費 ・安全対策整備交付金、推進交付

金を除き 1,568百万円となった。畜水産安全

管理課関係予算についても、 19年度予算と同

水準の実効性のある予算が確保できたものと

考えている。

1) 20年度予算より、獣医療対策事業費とし

て産業動物獣医師への就業促進などを行う

「産業動物診療獣医師の確保対策事業」が新

たな経費として認められた (34百万円）。

2) また、水産関係では、水産物安全対策を

推進するために、水産動物適正養殖規範（水

産GAP)の策定を行う「養殖衛生対策推進

事業」 (103百万円の内数）や新たな貝毒の実

態調査のための「貝詣安全対策事業」 (14百

万円）などに関する経費が、水産防疫対策を

推進するために水産動物を介した疾病伝播の

検討 (44百万円）や水産動物疾病の浸潤調査

(103百万円の内数）などに必要な経費が拡充

して認められた。

3)牛トレーサビリティ制度のためのDNA

鑑定を行う経費、動物用医薬品の承認申請資

料作成のためのガイドラインの作成等を行う

動物用医薬品対策事業費、飼料や動物用医薬

品等の規格、基準の策定・見直しの根拠とな

る試験等を実施するための経費である生産資

材安全確保調査 ・試験事業委託費等について

は、やや減額にはなったが、ほぽ前年水準と

同等程度に確保された。

4)動物医薬品検査所については、概算決定

額は1,093百万円となり、備蓄用鳥インフル

エンザ不活化濃縮抗原の評価等のための経費

と、内在性レトロウイルス対策のための経費

等が認められた。

3.動物衛生課・畜水産安全管理
課の体制整備

l)動物衛生課関係では、家畜伝染病の広域

防疫計画の調整や重要疾病の発生予防対策の

総合的な検証による防疫対応の強化に向け家
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（単位：千円）
9--- ------------―' i ! ! 

畜水産物の安全性確保対策、水産防疫対策及び獣医療対策等 ＇ '薪頭：菰輝呑•一．」

牛トレーサビリティ制度の
遍正運用

適切な獣医療の提供 水産防疫の着実な実施 水産物の安全対策

，ー・~― ‘―- ------ , , --~ ---- ---------―’ 
食品安全確保闘査・試験委託費のうち
生産資材安全確保Ill査・試験事集委
託費（継続）

i畜産安全対策事集費のうち！
！獣医師育成・確保等支援対！
！策事業費（組讐）L----------------------------_」

i水産防疫技術対策事業委i
i託費（組替） i 

l貝毒安全対策事業委託費i
！（組替） ！ 

620,195 (652,837) 33,994 (5,587) '---- ---- ---’ 44,012 (38,507) , 14，互50 (9,511)＇ 

上硲重l-------------------• 養殖衛生対策推進事業委
託費(GAP以外）（拡充）

•• -
！養殖衛生対策推進事業委！
！託費(GAP)（拡充）薬事監視事務委託費（継続） l畜産の安全性の確保のうち！ —--------j 

f躙恥荏譴；
6,009 (6,132) L密墾唖患墾遵雙吝雙烹患竺ii 96,757 (99,304) 

【交付金】
6,248 

2,345,1"の内敷(2,512,683の内敷）

【補助金】
畜産安全対策事業費のうち
流通飼料対策事業費（継続）

49,976 (52,606) 

動物用医薬品対策事業費（継続）

59,574 (62,709) 

［交付金】 ‘ 

畜産の安全性の確保のうち

飼料の安全性の確保（継続）
2,345,184の内数(2,512,683の内数）

家畜衛生の椎進の生産衛生の確保のう

動物用医薬品の危機管理
2,345,184の内数(2,512,683の内数）

畜衛生専門官 2名の増員が認められた。

動物検疫所では、米国産牛肉の的確な輸人

検査の実施、外国郵便物による畜産物輸人検

査の強化等のため家畜防疫官8名の増員が認

められた。

2)畜水産安全管理課関係では、飼料安全に

ついて、有害物質の混入未然防止を強化する

ため及びペットフードの安全確保対策を推進

するための飼料安全専門官 2名の増員が認め

られた。また、動物薬事関係では、急増する

個人輸入や外国認定製造所の認定に対応する

ための動物医薬品安全専門官 1名の増員が認

められた。

動物医薬品検介所関係では、動物医薬品製
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区 分

養殖衛生管理体制の整傭
（継続）
2"5,184の内戴(2,512,663の内数）

し（拡充）
五如•西ー；；；節諏函；；；雨面＇

19年度予算額 20年度概算決定額 差引増△減

事務費 140,642 146,526 5,884 

委託費 1.417,610 1,277,471 △ 140,139 

補助金 120,902 143,544 22,642 

交付金 2,512,683の内数 2,345,184の内数

計 1,679,154 1,567,541 △ 111,613 

造施設のGMP調査の強化のために動物用医

薬品審介官 1名が純増で認められたほか、国

が実施する検査等の品質保証を客観的なもの

とするため、企画連絡室に検定検査品質保証

科（科長 1名、係長 2名）の設置が認められ

た。

4.おわりに

動物衛生課及び畜水産安全管理課において

は、平成20年度予算概算決定と組織定員の増

員を踏まえ、関係機関との連携の下、家畜衛

生関連対策を引き続き推進、強化していくこ

ととしているので、関係各位のご協力をよろ

しくお願いしたい。
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一畜産大賞一
（畜産経営技術等支援・表彰事業）

研究開発部門における平成19年度
最優秀賞おはび優秀賞の紹介

．
 

．
 

◆（社）中央畜産会では、平成10年度から日本中央競馬会の畜産振興事業として、（財）全国

競馬 ・畜産振興会の助成を受けてわが国の畜産全体のレベルアップを図ることを目的とし

た表彰事業を実施いたしております。

本事業では畜産経営、地域振典、研究開発の 3部門から各部門ごとの最優秀代 ・優秀伐

及び特別宜を選考することとなり、これら最優秀買の中から畜産大伐・の選考を行なってお

ります。このうち、研究開発部門については、（社）畜産技術協会が、最優秀代・優秀貸の

表彰事例の選考を受託して実施いたしております。平成19年度の研究開発部門の応募は11

事例と多数でありました。これらの事例について、平成19年10月29日に開催された研究開

発部門の審査委員会において最優秀代、優秀代が次のページの通り選定されました。ここ

に、研究開発部門最優秀代事例および優秀共事例の概要についてご紹介いたします。

なお、平成20年 1月8日に開催された「中央全体審査委貝会」において、各部門におけ

る最優秀代について畜産大伐の審査が行なわれ、経営部門の最優秀代が畜産大代に選定さ

れました。各部門の最優秀宜、優秀伐の業紐発表 ・表彰式（主催：（社）中央畜産会）は、

平成20年2月4日（月）に虎ノ門パストラル（東京都港区虎ノ門）で開催されました。



畜産大賞
（畜産経営技術等支援・表彰事業）

最優秀賞

優秀賞

研究開発部門

家畜体外受精卵生産用無血消培地の

開発と製品化

（株）機能性ペプチド研究所

研究部

吸引通気式堆肥化処理方法等による

家畜排せつ物資源化システムの開発

吸引通気式堆肥化

システム研究開発グループ



研究開発部門•最優秀賞

家畜体外受精卵生産用無血清培地の

開発と製品化

（株）機能性ペプチド研究所研究部＊

l.背景

海外からの安い牛肉の大塁輸入、牛乳の過． 剰生産による乳価の低迷などにより、国内の
畜産生産者は厳しい状況にある。酪農や肉牛

生産において、このような状況の解決の切り

札の一つとして、優れた肉質の和牛や高泌乳

最の乳牛を低コスト、かつ効率的に増産する

体外受精卵移植を活用した繁殖技術が注目さ

れている。

一般に、体外受精卵移植技術は、と畜され

た雌牛の卵巣から未成熟卵子を採取し、体外

培養（試験管内）で成熟・受精 • 発生させて

受精卵を生産し、この受精卵を受卵牛に移植

するのに利用されている（図 1)。本技術は、

優れた和牛の体外受精卵を乳牛に移植して、

優れた和牛の子牛を低コストで効率的に生産

できるので、大きな期待が寄せられている。

しかし、平成17年度に受精卵移植は68,824

頭に行なわれたが、そのうち、体外受精卵移

植は10,726頭（約16%）に過ぎない。体外受

精卵移植技術が畜産現場であまり普及してい

ない理由として、従来の血清添加培地を使用

した体外受精卵の培養法では、発生効率が悪

いために十分な数の受精卵を生産できないこ

と、凍結した体内受精卵の受胎率は45％以上

．
 

黒毛和牛

疇三》
卵巣

：疇夏見量I疇
（未成熟卵子の回収） 体外成熟培養 媒精（体外受精）

→゚＠ぺ:
体外発生培養

受卵牛に移植’`’ 
凍結保存

図1 牛体外受精卵移植技術の概要

49 



であるが体外受精卵の受胎率は約35％である

こと（農林水産省全国統計）、体外受精卵移

植は体内受精卵移植に比べて流産や死産が多

く過大子牛による難産や死産のリスクが高い

ことがある。

体外受精卵移植の受胎率が悪い原因の一つ

として、受精卵の品質に問題があると考えら

れ、高品質な体外受精卵の効率的生産技術の

確立が課題であった。

本研究部のチームは、高品質な体外受精卵

の効率的生産には、血清を含まない新しいタ

イプの体外培養用の培地（無血清培地）が有

効と考えた。そこで、この培地の開発を進め、

国内で初めて、牛の卵子の成熟から受精、そ

して受精卵（胚）までを効率的に進める新規

の「無血清培地」の開発に成功し、キットと

して製品化した。

この「無血清培地キット」を用いて生産した

体外受精卵は高品質であり、受卵牛に移植し

たときの受胎率や死産率が大幅に改善された。

また、この「無血清培地キット」は国内で

市販されている唯一の牛体外受精卵生産用の

培地である。そして、大学 ・独立行政法人・

都道府県などの研究機関、受精卵供給センタ

ー、農業共済診療所、開業獣医師、農業法人、

民間の飼料 ・乳業会社などで利用されている。

さらに、海外の専門誌に「無血清培地」に

関する多くの研究成果を発表したので、海外

の研究者にも「無血清培地キット」が知られ、

韓国など海外にも輸出されて、家畜の改良、

増殖、および基礎研究などに利用されている。

2.研究の概要

移植用の体外受精卵は、と畜された雌牛か

ら採取した未成熟卵子を体外で成熟培養、受

精、受精卵培養して生産される。従来、成熟

培養や受精卵培養にはウシ胎児血清を添加し
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長所

・血清ロットにより生物活性が変動

・優良血渭ロット選定に多大の労力と時間を蔓する

・血清の綱薗、ウイルス、マイコブラズマ、異常ブリオン

などによる汚染

・培地調製の手間がかかる

・完全調製済み無血清培地

・移櫨可能胚（胚盤胞）生産効寧の向上

・移櫨可能胚の品貫向上（受胎寧アッブ）

図2 無血清培地による牛体外受精卵培養の長所

た「血清培地」が用いられていた。

「血清培地」では、添加された血清のロッ

トの違いがその生物活性に影響するので、受

精卵を安定して生産することが困難であり、

また血清由来のウイルス、マイコプラズマ、

異常プリオンなどの汚染リスクもある。

そこで、安全かつ高品質の体外受精卵の効

率的生産のために、血清のロットにより影響

を受けず、また病原体汚染のリスクがない

「無血消培地」を開発 ・製品化することを目

指した（図 2)。

1)卵子成熟用無血清培地の開発と製品化

上皮細胞成長因子EGFファミリー (EGF、

TGF-a) に卵子の成熟を促進する活性のあ

ることを発見し、これらの因子を添加した

「無血清培地」を開発 ・製品化した。従来の

「血清培地」の卵子成熟率は約65％しかなか

ったが、この「無血清培地」では70~75％と

いう高い値が得られた。

2)体外受精効率を向上させる媒精液の開

発と製品化

受精促進活性のある抗酸化剤グルタチオン

や新規に精製、同定した卵管由来糖タンパク

質BOGPを利用した「媒精液」を開発・製品

化した。従来の「媒精液」では授精しない種

雄牛の精子も、新規の「媒精液」を用いると

極めて高い授精能 (4.7倍）を示した。

3)受精卵発生用無血清培地の開発と製品

化
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ウシ顆粒膜細胞の培養上清から、胚発生を

促進させる活性を有する蛋白質性因子TIMP-1

(Tissue Inhibitor of Metalloproteinase-1)を

独自に精製・同定することに成功した。また、

細胞成長因子であるFGF-2、TGFf]-lにも、

胚発生促進活性があることを明らかにした。

これらの因子の利用に、基本培地の改良

（低濃度グルコース培地、抗酸化成分の添加）、

培養環境の最適化（低酸素培養など）を組み

合わせて、効率的に移植可能な高品質受精卵

を生産できる「無血清培地」の開発・製品化． に成功した。
4)無血清培地キットによる体外受精卵の

生産効率および品質の向上

新規の「無血清培地」と従来の「血清培地」

で生産した体外受精卵の発生効率および品質

の違いを比較した。「無血清培地」は移植可

能な受精卵の発生率、および耐凍能（凍結融

表1 血清培地および無血清培地で生産したウシ体外
受卵（胚）の発生能と凍結耐性能の比較

培地の種類

無血清培地

（ペプチド研究所）

血清培地

_(_従来培地）

移植可能胚発生率 I)

36.8% (149/405) 66.2% (86/130) 

25.1% (56/223) 

凍結生存能2

48.1% (26/54) 

1)移樋可能胚 （杯盤胞数）／卵子数X100
2)凍結融解して 3日間培養後の生存胚数／杯盤胞数／卵子致X100

解後の生存率）が優れていた（表 1)。

さらに、「無血清培地」と「血消培地」で

生産した体外受精卵の形態の違いを調べたと

ころ、「血清培地」で生産した受精卵の細胞

質内には過剰の脂質蓄積が観察された。

5)「無血清培地キット」で生産した体外

受精卵の移植試験

「無血清培地」と従来の「血清培地」で生

産した受精卵を受卵牛に移植して、受胎率と

分娩状況を検討した。その結果、「無血清培

地」は受胎率が高く、分娩時の死産率も低か

った（表 2)。また、両培地由来の受精卵を

移植されたそれぞれ受卵牛の妊娠期間には違

いはなかったが、「血清培地」由来の受精卵

からの子牛の平均体重は重く、しかも個体別

体重の分布の幅も大きかった（表 3)。すな

わち、出生時の高い死産率や難産率の原因と

して「血清培地」の影響が考えられた。

3.無血清培地の販売状況と市場
占有率

1996年に「無血清培地キット」を製造して

国内販売を始め、 2003年には海外への輸出も

開始した。販売数醤と金額は、 2004年度を

．
 

表2 血清培地または無血清培地で生産したウシ体外受卵の移植実証試験

培地の種類 移植頭数 受胎率 1) 出生率2) 流産率” 死産率4)

無血清培地
154頭

396% 852% 148% 49% 

（ペプチド研究所） (61/154) (52/61) (9/61) (3/61) 

血清培地
67頭

368% 368% 36.8% 368% 

（従来培地） (22/67) (19/22) (3/22) (3/22) 

1)受胎頭数／移植頭数X100 2)出生頭数／受胎頭数X100 3)流産頭数／受胎頭数X100 4)死産頭数／受胎頭数X100

表 3 血清培地または無血清培地で生産したウシ体外受卵の移植試験

子牛
培地の種類

子牛 体重 (kg) 妊娠期間（日）

性別 頭数 平均士SEM 平均＋SEM

無血清培地 31頭 34 0土092 280 0土09

オス
（ペプチド研究所）

血清培地 11頭 37 5士4.11 281 0士18 

（従来培地）

無血清培地 21頭 32.1士151 281 0士10 

メス
（ベプチド研究所）

血清培地 8頭 36.1士352 280 0士18 

（従来培地）
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表4 体外受精卵培養用培地等の販売実績と
市場占有率

年度 2004 

販売数量 1,802 (100.0) 

販売金額（万円） 2,476 (100.0) 

市場占有率 25.1% 

2005 

2,111 (117.1) 

2,745 (110.9) 

48.1% 

2006 

2,350 (130.4) 

3,054 (123.3) 

38% 

注）：国内における牛体外受精卵生産用培養液の製造・販売企業は機能性ペプチ
ド研究所しかない。ここでは各自で培地を謂整しているものを含めて市場

規模を想定し、市場占有率を推定した。（ ）は2004年を100とした指数。

100として、 2006年度は数量が130(2,350個）、

金額が123（約3,050万円）に増加した（表4)。

国内には、牛の休外受精卵培養用の培地を

製造する企業は存在しない。そこで、研究者

などが各自で体外受精卵培養用培地を調製し

て使用している施設もあるので、この自家調

製培地を含めた体外受精卵培養用培地の需要

を潜在的市場と想定すると、今回の「無血清

培地」の市場占有率は32~38％と推定される。

4.学術的評価と畜産への貢献

1)学術的な評価

卵子の成熟促進因子、受精促進因子、受精

卵の発生促進因子などの特定を行ない、これ

らの新知見を総合的に体系化して、きわめて

困難とされていた牛体外受精卵培養用「無血

清培地キット」の開発に成功した。開発した

「無血清培地キット」は、卵子成熟、受精、

受精卵発生などの細胞 ・分子レベルの作用機

構を解析する基礎研究や、受精卵の遺伝子診

断、クローン胚作製、 ES様細胞の樹立など

の実用化研究に広く利用されている。

これらの成果は、国内特許 (4件）の取得、

国際的に評価の高い海外専門学術誌への発表

(lo件）のほか、多数の論文、著書、学会発

表、新聞発表がある。これらの研究成果によ

り、本研究グループの一員である伊藤丈洋は

「2001年度山形県科学技術奨励賞」と「日本

組織培養学会奨励賞」を受賞した。

近年、受精卵の体外培養におけるエピジェ

ネテックな変化（インプリンテング遺伝子発
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現）の解析技術や胚の代謝微量産物を同定す

るメタボローム解析技術の進歩が目覚しい。

今後、これらの先端技術を応用して、さらに

安全で品質の高い家畜の受精卵用「無血清培

地（合成培地）」の開発と製品化を推進した

いと考えている。

2)国内の畜産業に対する貢献

牛の体外受精卵生産用「無血清培地キット」

は、直接販売の他に大手の販売代理店（和光

純薬工業（株）や東京理化器械（株））など

を通じて全国で購入できる。

また、牛の体外受精卵培養用の培地として

は、国内で唯一の製品である。注文から納品

まで約 5~7日と敏速に入手でき、また 2~

6ヵ月間の長期保存ができるので手軽に利用

できる。この「無血清培地」の長所が知れわ

たったので、 110ヵ所以上の研究機関ならび

に受精卵供給機関（民間企業、公的機関、大

学、農業法人、農業共済診療所、開業獣医師）

などで利用されている。すなわち、この「無

血清培地」は家畜繁殖技術の研究 ・開発を支

援し、畜産業の発展の一翼を担っている。

各地で、「無血清培地キット」を用いて生

産された優れた遺伝形質を持つ体外受精卵の

移植により、優れた肉牛を生産する事業が始

まっている。山形県天童市では、枝肉評価A

5 （最高肉質）の山形牛の体外受精卵由来の

子牛の70％以上は肥育後の枝肉評価がA5と

なり、畜産農家の所得向上に寄与し、また畜

産業および高付加価値牛肉生産の新規事業に

貢献したとして、 2005年に山形しあわせ銀行

の「しあわせ産業賞」を受賞している。

3)海外の畜産業に対する貢献

海外でも、「無血清培地キット」を利用す

る機関が増加している。2003年からは、「無

血清培地キット」が定期的に韓国へ輸出され

ている。そして、韓国では「無血清培地キッ
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表5 韓国における体内および体外受精卵移植頭数の推移

年度
移植頭数

体内受精卵 体外受精卵 総数

1996 961 2,279 3,240 

1997 819 4,351 5,170 

1998 982 3,179 4,161 

1999 308 2,498 2,806 

2000 157 2,137 2,294 

2001 427 3,625 4,052 

2002 543 8,265 8,808 

2003 949 16,942 17,891 

2004 1,901 25,133 27,034 

（大邸大学 鄭然吉博士より提供）

ト」により生産された体外受精卵の移植頭数

が飛躍的に増加している（表5)。中国にも

「無血清培地キット」は輸出され、試験的で

• ノあるが体外受精卵移植に利用されている。今

後、アジアを中心とした国々で、牛の育種・

改良に体外受精卵移植が利用されるとみられ、

海外の畜産の振輿にも「無血清培地キット」

は大いに貢献すると確信している。
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．
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＊ 「学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ」記事の募集

本誌の「学会 ・研究会 ・シンポジウム等のお知らせ」に畜産 ・獣医技

術に関する学会 ・シンポジウムなどの催し物の予定を 6ヵ月前から掲載

し、畜産関係者の便に供しており ます。

もしご予定がありましたら、行事名、日時、会場、連絡先を組集事務

局宛に、随時、お送り下さい。

送り先： （社）畜産技術協会 企画情報部

＊ 写真の募集

〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL: 03-3836-2301 FAX: 03-3836-2302 

E— メール： s-ishino@jlta .jp

「畜産技術」誌の表紙の写真を募集しています。

カラープリン ト、カラースライド写真、圧縮率の低いデジタル写真など

ご送付ください。

タイ トルと100字程度の簡単な説明、撮影者名などをつけてください。

絹集事務局では送付された写真の中から選んで掲載したいと思います。

掲載した場合には薄謝をさしあげます。

送り先： （社）畜産技術協会 企画情報部

〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL : 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 

Eメール： s-ishino@jlta.jp

畜産技術 2008年3月号



研究開発部門・優秀賞

吸引通気式堆肥化処理方法等による

家畜排せつ物資源化システムの開発

吸引通気式堆肥化システム研究開発グループ＊

l.背景

．
 

畜産における飼養規模の急速な拡大にとも

なって、家畜排せつ物の発生量がますます増・大してきた。特に、養鶏 ・養豚分野の生産者
は農地がなく、また耕種農家との連携も乏し

いため、増大する家畜排せつ物の処理が問題

となっていた。大家畜の生産者も、従来は円

高に支えられて安価な輸入飼料が入手できた

ことから、飼料畑の面積が拡大せず、家畜排

せつ物の過剰施用が問題となっていた。さら

に、都市化や混住化が進んだ地域では、周辺

住民からの家畜排せつ物からの悪臭に対する

苦情への対応が深刻化していた。

このような背景から、家畜排せつ物のいわ

ゆる 「野積み・素堀貯蔵」を禁止する「家畜

排せつ物法（家畜排せつ物の管理の適正化及

び利用の促進に関する法律）」が平成16年11

月から本格的に施行された。そして、平成18

年12月1日現在で、管理基準適用対象農家数

60,033戸の約99.9％が管理基準を達成してい

る。

しかし、平成19年の全国の畜産に対する苦

情発生件数は2,541件あり、平成16年の2,622

戸よりは減少したが、苦情発生農家率 （苦情

発生件数＋畜産農家戸数）は平成16年の

1.8％から平成19年には2.0％に増加している。

悪臭関係の苦情が全体の57.4％を占めて最も

多く、このうち、酪農が全体の32.6%、次い

で養豚が27.4%、養鶏が19.3%、肉用牛が

18.1％となっている。

そこで、家畜排せつ物の管理・処理過程で

発生する悪臭の対策、および家畜排せつ物堆

肥の流通促進が強く望まれている。そして、

畜産経営が資源循環と環境保全に配慮して安

定的に発展するための方策として、悪臭を低

減した良質な堆肥の生産システムが強く要望

されている。

わが国で発生する年間約3億トンの生物系

廃棄物の約30％は畜産関係の廃棄物で、生ゴ

ミの 7%、食品廃棄物の 6%、農産廃棄物の

5 ％に比べて格段に多い。次世代に向けて、

バイオマス資源化の推進のためには、家畜排

せつ物を資源として利用する技術の開発が必

須の課題である。

家畜排せつ物は高水分のために取り扱いに

くいが、他の生物系廃棄物より発酵しやすく、

窒素、リン酸、カリウムを豊富に含むので、

肥料としての利用が最適であり、現状では 9

割以上が堆肥に調製されている。しかし、堆

肥化の過程で大量のアンモニアガスが大気中

に放出されて、悪臭問題を引き起こしている。

さらに、アンモニアの損失による堆肥中塩類

が増大したNPKバランスの悪い肥料（典型

的なものが高塩類堆肥）が問題となっている。

そこで、本研究グループでは、家畜排せつ

物の悪臭の主成分であるアンモニアの放出を

低減するために、「農林水産バイオリサイク

ル研究」（畜産エコ）において、堆積した堆

肥原料の底部からアンモニアガスを含む悪臭

55 



堆肥発酵槽 ］ アンモニア回収装置l 排熱利用ハウス

! ！ ！ ！ ！ 

図1 家畜排せつ物資源化システムの構成図

堆肥覺醇槽
の底画から
排気を吸引．． 

⇒ 
ハウスへ

藁液ヒータ

図2 簡易スクラバ（アンモニア回収装置）の概要

ガスを吸引し、表面から新鮮空気を導入する

「吸引通気方式堆肥化法」の実用化を目指し

た（図 1)。

この方式は従来から試みられていたが、そ

の技術的な監路となっていた部分を、次のエ

夫で解決した。

①通気口の日詰まり、および配管内へのれ

き汁の吸引を防止する配管構造を考案（写真

1)。

②堆肥原料の発酵で発生する悪臭ガスを吸

引・排出するためのブロアの耐蝕性を向上

（写真 2)。

③高濃度のアンモニアを酸性溶液で効率的

に回収する簡易なスクラバの開発（図 2)。

④旧草地試験場が開発したクレーン式の切

り返し装置との組み合わせ（写真 3)。

これらにより、独創的な長期間安定的に稼

働する「吸引通気式堆肥化法」の基本システ

ムの構築に成功した。
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写真 1 吸引通気法の通気口

写真2 吸引通気用のステンレス羽根のターボファン

付帯技術としても、スクラバで脱臭できな

いアンモニア以外の臭気成分をスクラバ後段

に設置した脱臭槽（モミガラやオガコ、林地

残材、堆肥などの未利用バイオマス資材を充

畜産技術 2006年3月号



写真3 リニア・クレーン式の堆肥切り返し装置

．
 写真4 家畜排せつ物資源化システム

．
 

填したもの）で吸着することを、千葉県畜産

総合研究センター、埼玉農林総合研究センタ

ー、富山県農業技術センター畜産試験場およ

び栃木県畜産試験場と連携して開発した。

さらに、堆肥原料から発生した悪臭ガスを

脱臭後にバイオフィルタを介して園芸用ハウ

スに直接導入して、堆肥発酵熱と炭酸ガスを

施設園芸に活用する技術を民間企業と開発し

た。

そして、研究機関と企業との一体的な取り

組みにより、家畜排せつ物から、効率的な堆

肥発酵の促進による肥料資源の回収、効果的

な悪臭低減とアンモニアガスの肥料資源化、

さらに堆肥原料の発酵熱の効率的エネルギー

利用に及ぶ画期的な 「吸引通気式堆肥化法」

による「家畜排せつ物資源化システム」を開

発した（写真4)。

2.研究成果の概要

「家畜排せつ物資源化システム」の実証施

設を畜産草地研究所（那須）に設置して、家

畜排せつ物の資源活用を試験して、次の効果

を確認できた。

l)本システムでは、堆積した堆肥原料の

表面から放出するアンモニアガス濃度が、従

来の圧送通気方式の堆肥化施設と比較して

l/10~1/100に低減することが示された。

2)本システムにより 、純度の高いリン酸

アンモニウムあるいは硫酸アンモニウムの液

肥が得られた。この液肥を堆積した堆肥原料

に掛け戻すことで、従来法では堆肥から揮散

していた窒素成分が補完できた。また、この

液肥は、養液栽培や水田追肥にも利用できた。

3)堆肥化過程で発生する発酵熱は、原料

の家畜排せつ物 1トンから灯油約24リットル

分の熱量が得られると試算された。

4) 園芸用ハウスに、堆肥化過程で発生す

る炭酸ガスを導入することにより 、堆肥表面

からの放出する炭酸ガスが低減するとともに、

作物の品質と収量が向上した。

5)本システムで生産した堆肥は、従来法

で生産した堆肥と同等の肥効があった。

6)本システムは、別途、脱臭装置を設置

しなくても脱臭効果が高いので、低コストで、

環境負荷を低減した堆肥の調製ができた。

3.「家畜排せつ物資源化」の普及

本システムは平成19年に市販された。現在、

国内では北海道と栃木県、海外では中国の山

東省で、本システムの導入が検討されている。

本システムに関する一連の情報を研究成果

情報（普及）で提供し、技術の普及を図って

いる。

本システムは農林水産省が平成17年度から
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開始した「革新的農業技術習得研修・高度先

進技術研修」の課題に採用され、さらに19年

度に畜産草地研究所那須拠点で開催された研

修会「悪臭の少ない吸引堆肥化技術の基本と

実際」で実演されて好評を博した。

多くの県が主催する講演会においても、積

極的に本システムに関する情報を普及員、行

政担当者、畜産農家などに提供し、多くの

方々からその利用に大きな期待を寄せられた。

本システムに関する情報を「畜産技術」、

「畜産コンサルタント」、「養鶏の友」、「食料

と安全」などの多数の雑誌や業界紙で提供し

た。また、テレビジョン放送でも NHKの

「おはようニッポン」で放映された。海外で

も、中国の農業新聞の全国版の一面に本シス

テムが取り上げられ、注目を集めた。

4.学術的評価と畜産業への貢献

1)学術的評価

「吸引通気式堆肥化法」については、従来

から技術的な検討が行なわれていた。しかし、

通気口の目詰まり、プロアの耐蝕性、高濃度

アンモニアガス処理の技術的な解決策が確立

されていなかったため、吸引通気を継続的に

運用できなかった。

今回、開発した「吸引通気式堆肥化法」に

よる「家畜排せつ物資源化システム」は、世

界で初めて、実規模で約2年間継続的稼働に

成功した。日本から世界へ発信できる数少な

い畜産の技術であるといえる。

現在、本システムについては、畜産草地研

究所、東北農業研究センターおよび企業2社

が、特許を共同出願している（特願2006-

094900)。

本システムに関する学術的論文が「農業施

設学会誌」に 4編発表され、多くの研究者か

ら高い評価を受けている。
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本研究開発グループの 1名は「吸引通気式

堆肥化処理技術の開発」の業績により、平成

18年度の農業施設学会論文賞を受賞した。

このように、本システムに関する研究成果

および開発された技術は国内外で高く評価さ

れている。

2)農業への貢献

本システムは、資源循環と環境保全に配慮

して畜産の安定的発展を願う農家から高い評

価を受けている。

本システムは、堆肥の好気発酵の促進、悪

臭拡散の防止、堆肥の窒素成分の調整、クレ

ーン式切り返し装置との組み合わせによる作

業の全自動化により、低コストで効率的な堆

肥生産ができる。

堆肥の発酵熱や炭酸ガスを園芸ハウスに導

入して園芸に適した環境を維持して、花木や

イチゴなどを低コスト生産できる。

新たに本システムを導入する場合、施設・

機械などの初期投資を要するが、堆肥の販売、

長期にわたる液肥の回収と利用、廃熱と炭酸

ガスの利用、ハウス作物の販売により、初期

投資の回収が可能である。

5.特記すべき事項

新たな「食料・農業・農村基本計画」（平

成17年 3月25日閣議決定）では、バイオマス

利活用の促進と温室効果ガス総排出批削減の

約束達成に向けて、「農業生産における省エ

ネルギー化および新エネルギー利用の推進」

が重要課題となっている。農林水産研究基本

目標の期別達成目標では、平成22年度までに

「吸引通気式堆肥化技術」を確立することに

なっている。すなわち、国策として本技術の

確立と普及促進を加速することになっている。

特に、本システムのアンモニアの回収•利

用技術は特筆すべき内容である。全国の家畜
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排せつ物から年間70万トンの窒素が排出され

ている 。そのうち、畜舎からの7万トン

(10%) と管理・保管施設からの14万トン

(20%）の合計21万トン (30%）の窒素が大

気に放出されると推定される。管理・保管施

設から放出される14万トンの窒素に匹敵する

アンモニアをハーバー・ボッシュ法で化学合

成すると、約2,000万GJの化石燃料（天然ガ

スと電力）が必要である。これは、日本の年

間石油消費量の0.11％に匹敵するエネルギー

量であり、膨大なエネルギー量を無駄に放出

● していることになる。
わが国の平成10年の窒素肥料の年間消費量

は窒素換算で48万トン (FAO : Fertilizer 

yearbook 1999年版）である。家畜排せつ

物の管理・保管過程で放出される窒素を回収

して肥料に利用すると、わが国で消費する化

成肥料の30％が代替できる。

大気に揮散したアンモニアは周辺土壌に蓄

積して、炭酸ガスの310倍の温暖化効果があ

る亜酸化窒素を発生することが懸念される。

農畜産業からの温暖化ガスの低減には、家

畜排せつ物の処理過程で発生する大量のアン

モニアを少ないエネルギーと低コストで回収

し肥料とし、化成肥料と代替することが有効

．
 

である。本システムは温暖化ガスの低減と化

石燃料エネルギーの削減に効果があると考え

られる。

本システムに取り入れた「吸引通気式堆肥

化法」は堆肥原料からの悪臭ガスを継続的に

吸引できる世界にも例を見ない技術であり、

家畜排せつ物を資源として堆肥利用するとき

のキーテクノロジーの一つになると考えられ

る。

わが国の悪臭対策に苦慮している畜産農家

や堆肥センター、アジアのクリーン・デベロ

ッピング・プログラムによる排出権獲得を目

指す国から本システムの導入の希望があり、

わが国のみならず海外でも、本システムは家

畜排せつ物の資源化に貢献をすることが期待

される。

本システムは、簡易な構成で、家畜排せつ

物を堆肥、液肥、熱エネルギー、炭酸ガスな

どの資源として、安定かつ継続的に有効利用

でき、わが国の畜産の持続的な発展を支える

大きな原動力となることは言うまでもなく、

世界に発信できる技術である。

＊吸引通気式堆肥化システム研究開発グループ

代表者：本田 善文 （畜産草地研究所）
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学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ

〇第393回月例研究会 「脂溶性ビタミンの代

謝と機能」

期日：平成20年3月11日

会 場：馬事畜産会館（東京都中央区新川）

会費 ：2,000円

連絡先 ： （社）日本科学飼料協会（松丸）

TEL: 03-3297-5631 FAX: 03-3297-5633 

〇第89回日本養豚学会大会

期日 ：平成20年3月17~18日

会 場 ：東京農業大学厚木キャンパス（神奈

川県厚木市）

参加費 ：会員2,000円非会員3,000円学生無料

連絡先：日本養豚学会事務局（祐森 ・池田）

TEL : 046-270-6586 ・ 6583 

FAX : 046-270-6585 

ポームページ： http://youton.ac.affrc.go.jp/index.ht 

0日本畜産学会第109回大会

期日：平成20年3月27~29日

会場：常盤大学（水戸市）

連絡先 ：茨城大学農学部内 日本畜産学会第

109回大会運営委員会

TEL&FAX: 029-888-8576 

E-mail : chiku@mx.ibaraki.ac.jp 
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〇第36回ルーメン研究会 「ルーメン発酵を

考慮したとうもろこしサイレージの高度利

用技術とその普及」

期日 ：平成20年3月28日

会場：常盤大学R棟004ミニシアター（水

戸市）

連絡先 ：北海道大学大学院農学研究院 家

畜栄養学研究室内ルーメン研究会

（小林泰男）

TEL&FAX 011-706-2476 

ホームページ：http://nichiku.agr.ibaraki.ac.jp/koutsu%

20anai.htm 

0平成20年家畜栄養生理研究会春季集談会

日時：平成20年3月28B

会場：常盤大学R棟001ミニシアター （水

戸市）

参加費 ：1,000円

連絡先：畜産草地研究所内 家畜栄養生理研

究会事務局

TEL: 029-838-8645 

E-mail: JSANM_jimukyoku@ml.affrc.go.jp 
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［ 妊娠診断装置を和求のでずか？ l 
く程鮮明な画像・コンパクトで操作は簡単

高性能バッテリーで 2時間の連続作業が可能 （注1)

プローブは広範囲が確認できるコンベックスプローブ採用

30画像の記録が可能 （注 2) 安心して活用できる高品質な国産品

豚〇妊娠診断に

超音波画像診翫装置HS国909V

承認番号 18消安第 6479

●コンベックスプローブ 3.5MHz

● 高性能リチウムバッテリー

● 5.7型モニター、畜舎内でも明る＜、 くつきり

● 寸法 ：270X 184 X 62mm(H,W,D) 

● 質量 ：約 1.9Kg
外観・ 仕様は予告なく変更するこ とがありますのでご了承ください．

FIi r•南rmIt-` ト晉｀ー;l;

胎児が明瞭に確認できます

製造発売元

寅躙電 干株式含社
愛知県豊橋市大岩町小山塚20
電1舌0532-41-2625 FAX0532-41 -4441 

http: //www. honda-e I. co. jp 

注 1：使用条件によって変化します・

注2,USBメモリーを通し PCへ！貴綬 ．

ショルダーベルト付、作業現場で使い易い縦型スタイル

富士平工業株式会社
〒 113-0033 ●軍螂文京区本••T ● II ● 6 号
電騒●京(03)3892-2271ファクシミリ(03)3812-3663

北海道富士平工業株式会社
＊ 社 ：〒001 -0027 札幌市北区北27条西9T•5●22号
電謳(011)726-6976（代衰） ファクシミ'}(091)719-4406

http // WWW. fu」ihira. co.」p 宣店 〒010-0102 壽広市賓2拿疇9T •1 十鴫鱈ビル
電話(0955)22-5922（代衰） ファクシミリ(0959)22-5939

総代理店 FHI 
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